
2018

2 月
vol.308

広
報
だ
い
せ
ん

び 　　　  よ     りおおきなせなかに ̶ 夢を乗せ未あ来すに羽ばたく元気なまち

だいせん日和

祭りの準備、着々と―
太田の火まつりに向けた紙風船づくり（1月14日・惣行会館）
※冬祭り・小正月行事の情報は32ページをご覧ください。
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［写真］秋田県代表として全国大会に出場し、機敏で正確な動
作と的確な接遇技術を披露した木元さん・伝農さんチーム
（写真提供＝秋田県自動車整備振興会大曲仙北支部）

「自動車整備士はかっこいい」
担い手不足を解消し
業界の活性化につなげたい̶

う
一
度
大
舞
台
に
立
ち
、

今
度
こ
そ
自
動
車
整
備
士

の
頂
点
を
極
め
た
い
、
と
２
回
目

の
全
国
大
会
出
場
を
熱
望
し
て
い

た
木
元
崇
文
さ
ん
。県
内
で
わ
ず

か
50
人
足
ら
ず
の
一
級
自
動
車
整

備
士
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、「
絶
対

に
負
け
て
は
い
け
な
い
」か
ら
と
、

競
技
と
は
一
線
を
引
い
て
い
た
伝

農
善
樹
さ
ん
。そ
ん
な
２
人
が
酒

席
で
意
気
投
合
。全
国
一
を
目
指

す
二
人
三
脚
の
歩
み
は
、
文
字
通

り「
酒
の
勢
い
」で
始
ま
っ
た
。

　
２
人
は
、昨
年
11
月
に
東
京
ビ
ッ

グ
サ
イ
ト
で
開
催
さ
れ
た
第
21
回

全
日
本
自
動
車
整
備
技
能
大
会
（
一

般
社
団
法
人
日
本
自
動
車
整
備
振
興
会

連
合
会
主
催
）に
秋
田
県
代
表
と
し
て

出
場
。全
国
53
地
区
の
代
表
１
０
６

人
が
持
ち
前
の
技
術
を
競
い
合
う

舞
台
で
、総
合
準
優
勝
に
輝
い
た
。

　
競
技
は
、
１
チ
ー
ム
２
人
の
団
体

戦
。定
期
点
検
整
備
と
故
障
箇
所
の

調
査
を
課
題
と
す
る
「
実
車
競
技
」

と
、点
検
整
備
に
必
要
な
一
般
的
技

能
を
審
査
す
る
「
基
礎
競
技
」、
顧

客
役
を
演
じ
る
審
査
員
を
相
手
に

接
遇
技
術
を
評
価
す
る「
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
競
技
」の
３
種
目
で
、
そ
の
合

計
得
点
を
競
う
。千
点
満
点
の
う
ち

７
０
０
点
は
、実
戦
的
な
整
備
技
術
が

問
わ
れ
る
実
車
競
技
に
配
点
さ
れ
る
。

　
地
元
関
係
者
の
サ
ポ
ー
ト
を
受

け
な
が
ら
、仕
事
の
合
間
を
縫
っ
て

練
習
に
励
ん
だ
と
い
う
２
人
。前
回

大
会
７
位
入
賞
の
木
元
さ
ん
が
も

つ
経
験
と
、一
級
整
備
士
の
伝
農
さ

ん
が
も
つ
高
度
な
技
術
。互
い
の
持

ち
味
を
発
揮
し
て
県
大
会
以
上
の

手
応
え
を
得
て
競
技
を
終
え
た
も

の
の
、ア
ド
バ
イ
ザ
ー
競
技
で
の
小

さ
な
ミ
ス
が
響
き
、僅
差
で
頂
点
を

逃
し
た
。大
会
の
規
定
で
上
位
３
位

以
上
の
選
手
は
次
回
以
降
へ
の
出

場
権
を
失
う
た
め
、２
人
が
出
場
で

き
る
大
会
は
今
回
が
最
後
と
な
っ

た
。「
結
果
に
は
喜
び
よ
り
も
残
念

な
気
持
ち
の
方
が
大
き
い
」と
、
２

人
は
悔
し
さ
を
に
じ
ま
せ
る
。

　
大
会
で
の
活
躍
は
、新
聞
や
テ
レ

ビ
な
ど
の
地
元
メ
デ
ィ
ア
で
大
き

く
取
り
上
げ
ら
れ
た
。業
界
の
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
へ
の
貢
献
が
認
め

ら
れ
、
東
北
運
輸
局
秋
田
運
輸
支

局
長
か
ら
は
表
彰
を
受
け
た
。「
自

動
車
業
界
も
整
備
士
の
高
齢
化
と

担
い
手
不
足
が
課
題
。人
手
不
足

解
消
に
つ
な
げ
ら
れ
る
明
る
い
話

題
を
つ
く
る
た
め
に
も
、後
進
育
成

の
手
助
け
が
し
た
い
」（
木
元
さ
ん
）、

「
自
動
車
の
高
性
能
化
に
対
応
で

き
る
よ
う
に
、今
後
も
技
術
を
磨
い

て
い
き
た
い
。子
ど
も
た
ち
や
若
い

方
に
自
動
車
整
備
士
は
か
っ
こ
い

い
仕
事
だ
、と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
に
な
れ
ば
い
い
」（
伝
農
さ
ん
）

［写真右］きもとたかふみ●昭和53年中仙生まれ。（有）木元
自動車興業所属。実技競技では、主に自動車の車体（シャー
シ）部分などの整備を担当。全国大会出場は平成27年の第20
回大会に続き２回目（前回は７位入賞）。
［写真左］でんのうよしき●昭和56年中仙生まれ。（有）中仙
オート。実技競技では、主にエンジン部分などの整備を担当。
１級自動車整備士の資格をもつ。
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全日本自動車整備技能競技大会で準優勝

伝農善樹 さん（中仙・36歳）

木元崇文 さん（中仙・39歳）
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発行号、郵便番号、住所、氏名、年齢、電話番号と必ず
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広報
紙の感想を記入し、プレゼント係までお送りください。当選
者（20歳以上限定）の発表は賞品の発送をもって代えさせ
ていただきます。応募期限／２月28日（消印有効）

〒 014-8601  だいせん日和プレゼント係
FAX ／ 0187-63-1119
Mail ／  kouhou@city.daisen.akita.jp
※メールの場合、件名は「読者プレゼント」

だいせん日和
読者プレゼント

数量限定の特別本醸造酒
大
つ

綱
な

の響
西仙酒友会

西
仙
北
地
域
の
酒
小
売
店
12
店
舗

で
組
織
す
る
西
仙
酒
友
会（
亀
谷

洋
治
会
長
）の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
商
品
、「
大

綱
の
響
」（
１・８
㍑ 

税
込
み
２
３
５
０
円
）

を
３
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　
販
売
か
ら
23
年
目
を
迎
え
た
「
大
綱

の
響
」。原
料
米
は
大
仙
市
産
で
、
水
は

大
沢
郷
の
雄お

清し

水ず

・雌め

清し

水ず

を
使
用
。麹

菌・酵
母
菌
も
西
仙
北
産
と
、地
元
に
こ

だ
わ
っ
て
い
ま
す
。吟
醸
酒
の
よ
う
な

フ
ル
ー
テ
ィ
な
味
わ
い
が
人
気
で
、
市

内
外
の
愛
好
家
が
、
こ
の
季
節
を
待
ち

わ
び
て
い
る
逸
品
で
す
。

　
２
月
10
日
に
行
わ
れ
る
刈
和
野
の
大

綱
引
き
に
そ
の
名
が
由
来
し
て
い
る

「
大
綱
の
響
」。こ
の
冬
は
、こ
の
新
酒
の

味
に
酔
い
し
れ「
大
仙
・
西
仙
北
」を
感

じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

【問い合わせ】
西仙酒友会
（ワインテラスかめや内）
☎ 0187-75-1124

「大綱の響」は２月１日から販売開始です。
数量限定ですので、お買い求めはお早めに。

応募方法 宛 先

どうも！大仙市に移住して、２回目の冬を迎えまし
た。今年の冬は、去年と比べて寒くて雪の日が多

いな、と感じています。車の雪下ろしをしたり、駐車場の
雪寄せをしたりと、大仙市の冬の大変さを体感していま
す。一番びっくりしたのは、車のドアが凍って開きにく
くなったことです。今まで経験したことのない寒さに、
さすが雪国だな、と実感しました。
　冬といえば、ウインタースポーツ！先日協和スキー場
へ初滑りに行ってきました。協和スキー場は全部で10
コースあり、初心者から上級者までたくさんのコースが
楽しめます。頂上まで行くと、目の前にはとっても壮大
な山々が広がり、天気がいいと秋田市まで見えます。私
は、雪に包まれた山々や、雪化粧した町を見て「これぞ冬

の景色だ！」と興奮しました。
　協和スキー場では、２月10日に「協和スノーフェス
タ・縁結び花火」が開催されます。スキーやスノーボード
をしたり、雪遊びをしたりした後、花火が見られるイベ
ントです。家族や友人、恋人とぜひ遊びに行ってみてく
ださいね♪
　今月は市内の各地域で、冬ならではの伝統あるお祭り
やイベントが開催されます。皆さんも地元の自然の中で
冬を楽しんでみませんか♪

［写真左］好天に恵まれ、にぎわいを見せる協和スキー場
［写真右］ゲレンデの頂上で見た、雲間から差し込む黄金色の光

お
大 仙 市

らほのまちの

〝あ
あの場所

っこ〟〝こ
こ ん な こ と

んたごど〟

vol11
協和スキー場で
初滑り！

　 
 まち

の魅力、
再発見！！

地域おこし協力隊・渡邉衣里が見つけた

3 DAISEN City Public Relations 2018.2

今月の
〝あっこ〟
〝こんたごど〟

地域おこし協力隊の活動を発信しています！
「田舎の暮らし方」ブログ
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市
内
の
建
造
物
で
は
１
０
９
年
ぶ
り
の
国
指
定

観
光
交
流
と
地
域
活
性
化
の
契
機
に

旧
池
田
家
住
宅
洋
館
が
国
の
重
要
文
化
財
に

national historic site

国
指
定
名
勝「
旧
池
田
氏
庭
園
」に
あ

る
旧
池
田
家
住
宅
洋
館
が
、
平
成

29
年
11
月
28
日
付
け
の
文
部
科
学
省
告
示

（
官
報
告
示
）
で
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定

さ
れ
ま
し
た
。国
指
定
重
要
文
化
財
の
建

造
物
は
、秋
田
県
内
で
は
27
件
目
。市
内
で

は
古
四
王
神
社
本
殿
に
次
い
で
２
件
目

で
、１
０
９
年
ぶ
り
の
国
指
定
で
す
。

　
国
が
ま
と
め
た
指
定
説
明
書
に
よ
る
と
、

旧
池
田
家
住
宅
洋
館
は
、迎
賓
機
能
と
、地

域
の
た
め
の
図
書
館
と
い
う
公
共
性
を
兼

ね
備
え
て
お
り
、地
方
の
素そ

封ほ
う

家か

に
よ
る
邸

宅
経
営
の
一
端
を
よ
く
示
し
て
い
る
と
し

て
い
ま
す
。ま
た
、
東
北
地
方
北
部
に
お
け

る
現
存
最
古
級
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

建
築
で
あ
る
こ
と
や
、直
線
的
か
つ
幾
何
学

的
な
デ
ザ
イ
ン
を
主
体
と
し
た
タ
イ
ル
壁

の
シ
ン
プ
ル
な
外
観
、内
部
の
多
様
で
華
麗

な
室
内
装
飾
な
ど
、
地
方
に
お
け
る
建
築

技
術
・
意
匠
の
受
容
と
展
開
を
理
解
す
る

上
で
歴
史
的
な
価
値
が
高
い
と
の
評
価
を

受
け
ま
し
た
。同
庭
園
は
平
成
30
年
度
か

ら
公
開
期
間
を
拡
大
す
る
予
定
で
す
。

1  秋田県教育庁文化財保護室の近江谷正幸室長（写真左）から重要文化財指定書を受け取っ
た吉川正一教育長。「国指定を契機に、保存を優先しつつ公開機会の拡大を図り、観光交流
の推進や地域活性化に生かしていきたい」と語りました。

2  市内の建造物としては109年ぶりに国の重要文化財に指定された旧池田家住宅洋館

    市の動きCommendation national historic site

大
仙
市
教
育
委
員
会
が
受
賞

「
大
仙
ふ
る
さ
と
博
士
育
成
」事
業
を
評
価

キ
ャ
リ
ア
教
育
に
関
す
る
文
部
科
学
大
臣
表
彰

Commendation第
11
回
キ
ャ
リ
ア
教
育
優
良
教
育
委

員
会
、学
校
及
び
Ｐ
Ｔ
Ａ
団
体
等
文

部
科
学
大
臣
表
彰
」
の
受
賞
団
体
が
平
成

29
年
12
月
４
日
に
発
表
さ
れ
、大
仙
市
教
育

委
員
会
が
選
ば
れ
ま
し
た
。（
関
連
記
事
18
㌻
）

　
表
彰
は
、キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実
発
展
に

力
を
注
ぎ
、注
目
す
べ
き
功
績
が
認
め
ら
れ

た
教
育
委
員
会
や
学
校
、Ｐ
Ｔ
Ａ
団
体
な
ど

を
文
部
科
学
大
臣
が
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

　
市
は
、
市
町
村
合
併
当
初
か
ら
市
内
の

全
て
の
中
学
校
で
職
場
体
験
学
習
を
実
施

す
る
な
ど
「
地
域
に
根
ざ
し
た
キ
ャ
リ
ア

教
育
」を
推
進
。平
成
28
年
度
に
は
地
域
活

性
化
に
寄
与
で
き
る
人
材
と
、
そ
の
能
力

を
伸
ば
す
教
育
と
し
て
「
大
仙
教
育
メ
ソ

ッ
ド
」を
策
定
し
、中
学
校
区
単
位
で
の
特

色
あ
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
今
回
評
価
を
受
け
た
の
は
、
地
域
行
事

へ
の
参
加
や
、企
業
・
施
設
等
で
の
見
学
・

体
験
な
ど
、
地
域
と
関
わ
る
活
動
を
通
じ

て
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
心
を
育
て
、
地
域

の
将
来
を
担
う
人
材
の
育
成
を
目
指
し
て

実
施
し
て
い
る
「
大
仙
ふ
る
さ
と
博
士
育

成
」事
業
。市
内
の
小
学
３
年
生
か
ら
中
学

３
年
生
ま
で
の
児
童
生
徒
を
対
象
に
、
参

加・体
験
し
た
、地
域
と
関
わ
る
活
動
を
ポ

イ
ン
ト
制
で
評
価
す
る
も
の
で
す
。活
動

の
内
容
に
応
じ
て
ポ
イ
ン
ト
を
与
え
、
獲

得
し
た
ポ
イ
ン
ト
の
合
計
が
基
準
点
に
達

す
る
ご
と
に
初
級
・
中
級
・
上
級
・
名
誉
博

士
の「
大
仙
ふ
る
さ
と
博
士
」に
認
定
し
ま

す
。ポ
イ
ン
ト
は
児
童
生
徒
の
申
請
に
基

づ
い
て
学
校
が
付
与
し
ま
す
。認
定
を
受

け
た
児
童
生
徒
の
数
は
全
体
の
約
３
割
に

あ
た
る
２
３
６
３
人
（
平
成
29
年
12
月
12
日

現
在
）。市
は
学
校
と
企
業
と
の
連
携
で
地

域
づ
く
り
と
人
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た

い
考
え
で
す
。

表彰を受けた大仙市教育委員
会（写真は吉川正一教育長）

4
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［写真の説明］
１_落雪救出訓練　２_なだれ遭難者捜索訓練
（ゾンデ棒使用による遭難者の捜索）　３_な
だれ遭難者捜索訓練（自衛隊がスキーで負傷
者を搬送）　４_大曲厚生医療センターDMAT
などによるトリアージ（負傷者に治療の優先
順位を付ける）訓練　５_道路啓開訓練（重機
による放置車両の除去作業）　６_火災防御訓
練　７_地元自主防災組織などによる避難所
応急開設運営訓練　８_シェイクアウト訓練

１

7

6

8

4

32

5

Municipal Government 
Pick Up Info.

disaster prevention training

写真で見る冬期防災訓練

!"#$%&'3

20
関
係
機
関
・
約
５
０
０
人
が
参
加

積
雪
寒
冷
下
の
地
震
災
害
に
備
え
る

平
成
29
年
度
秋
田
県
・
大
仙
市
冬
期
防
災
訓
練
﹇
協
和
地
域
﹈

disaster prevention training 秋
田
県
・
大
仙
市
冬
期
防
災
訓
練
が

１
月
23
日
、
協
和
ス
キ
ー
場
周
辺

で
行
わ
れ
、
地
域
住
民
や
市
関
係
者
の
ほ

か
、消
防
、警
察
、自
衛
隊
な
ど
20
関
係
機

関
約
５
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
訓
練
は
、
県
と
市
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

防
災
計
画
に
基
づ
い
て
実
施
し
た
も
の
。

防
災
関
係
機
関
と
地
域
住
民
が
協
力
し
て

積
雪
寒
冷
下
で
の
地
震
災
害
を
想
定
し
た

さ
ま
ざ
ま
な
訓
練
を
行
い
、
災
害
応
急
対

策
な
ど
の
防
災
活
動
が
迅
速
・
的
確
に
行

え
る
よ
う
、
防
災
体
制
の
強
化
を
図
る
と

と
も
に
、
地
域
住
民
の
防
災
意
識
を
高
め

る
こ
と
が
目
的
で
す
。冬
期
に
お
け
る
防

災
訓
練
は
、
県
で
は
特
別
豪
雪
地
帯
に
指

定
さ
れ
て
い
る
市
町
村
を
会
場
に
平
成
26

年
度
年
か
ら
実
施
し
て
お
り
、
今
回
で
４

回
目
。大
仙
市
で
は
初
め
て
の
試
み
で
す
。

　
訓
練
は
、過
去
に
発
生
し
た
秋
田
仙
北
地

震
を
モ
デ
ル
に
、西
仙
北
地
域
大
沢
郷
地
区

を
震
源
地
と
す
る
最
大
震
度
７（
マ
グ
ニ
チ
ュ

ー
ド
７・３
）
の
地
震
が
発
生
し
た
こ
と
を
想

定
。特
別
豪
雪
地
帯
に
指
定
さ
れ
て
い
る
協

和
地
域
の
中
山
間
部
に
位
置
す
る
協
和
ス

キ
ー
場
を
訓
練
会
場
に
、な
だ
れ
に
巻
き
込

ま
れ
遭
難
し
た
人
た
ち
を
救
出・救
護
す
る

訓
練
や
、雪
道
に
放
置
さ
れ
た
自
動
車
を
重

機
で
撤
去
し
、通
行
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る

訓
練
な
ど
、10
種
目
の
訓
練
を
実
施
し
ま
し

た
。ま
た
今
回
は
、
陸
上
自
衛
隊
や
秋
田
県

警
察
本
部
機
動
隊
、
大
曲
厚
生
医
療
セ
ン

タ
ー
Ｄ
Ｍ
Ａ
T（
災
害
派
遣
医
療
チ
ー
ム
）な
ど

が
連
携
し
て
訓
練
活
動
を
行
っ
た
ほ
か
、ド

ロ
ー
ン
や
ビ
ー
コ
ン（
無
線
標
識
）、ゾ
ン
デ
棒

（
遭
難
救
助
の
際
雪
に
突
き
刺
し
て
遭
難
者
を
探

す
た
め
に
使
う
棒
）な
ど
の
資
機
材
の
災
害
現

場
で
の
有
効
性
も
検
証
し
ま
し
た
。

　
同
日
に
は
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ「
Ｆ
Ｍ

は
な
び
」
な
ど
の
訓
練
音
源
に
よ
る
地
震

発
生
を
知
ら
せ
る
合
図
と
と
も
に
、
市
民

が
そ
の
と
き
に
い
た
場
所
で
テ
ー
ブ
ル
の

下
に
身
を
隠
す
な
ど
し
て
速
や
か
に
自
分

自
身
の
身
を
守
る
た
め
の
安
全
行
動
を
と

る「
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
」を
市
内
全
域

で
実
施
。約
３
万
人
が
参
加
し
、大
地
震
の

脅
威
に
備
え
ま
し
た
。
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FIRE FIGHTING SPIRIT 2018

地域の力で、地域を守る。防災への決意新たに―

　地域の安全と安心を守るため活躍している消防団。市では、女性団員38人を含む1,259人
（平成29年12月末現在）の方々が地域の消防・防災のために活動しています。
　大仙市消防出初式が１月５日、大曲市民会館・大ホールで行われ、消防団員約710人が参加。
防災への決意を新たに、2018年の消防団活動をスタートさせました。
　式典では、消防活動に尽力された方々が表彰されました。     〈団員は敬称・階級略、○数字は分団名〉

大仙市消防出初式平成30年

▼
有
功
章

【
大
曲
】①
吉
川
英
作
、
②
本
庄
和

夫
、⑧
山
崎
茂
、⑧
小
原
勝【
神
岡
】

②
竹
𠩤
修
悦
【
西
仙
北
】
①
佐
原

吉
春
、
④
大
友
実【
中
仙
】②
熊
谷

繁
樹
、
③
伊
藤
吉
幸【
協
和
】②
茂

木
雄
治
、
③
豊
嶋
一
郎【
南
外
】②

佐
々
木
禎
春
【
仙
北
】
②
佐
藤
忠

晴
、
④
佐
藤
久
典【
太
田
】②
門
脇

信
広

▼
永
年
勤
続
功
労
章
＝
40
年
勤
続

【
本
部
】佐
藤
文
一【
大
曲
】②
渡
邊

亨
、④
小
松
誠
、④
佐
々
木
忠
雄
、

④
佐
藤
宏
康
、⑤
打
川
利
実
、⑥
篠

原
清【
西
仙
北
】佐
藤
剛
司
、
②
小

笠
原
通
喜【
中
仙
】鈴
木
和
夫【
仙

北
】小
松
強
、③
熊
谷
孝
市

▼
永
年
勤
続
章
＝
35
年
勤
続

【
大
曲
】①
渡
邊
敏
雄
、
①
渡
部
春

男
、③
千
葉
清
、④
佐
藤
正
和
、⑤

加
藤
敏
紀
、⑤
千
田
正
男
、⑤
髙
橋

一
美
、
⑧
進
藤
峰
晴【
神
岡
】②
菅

𠩤
隆
弘【
西
仙
北
】②
岡
田
康
弘
、

③
菅
原
寿
、
③
伊
藤
博
康【
中
仙
】

①
畠
本
久
男
、①
佐
々
木
良
一
、②

木
元
省
吾
、
③
伊
藤
吉
幸【
仙
北
】

④
須
田
勇
人
【
太
田
】
②
髙
橋
昇

一
、②
髙
橋
雅
彦

▼
永
年
勤
続
章
＝
30
年
勤
続

【
大
曲
】⑤
川
村
長
一
郎【
西
仙
北
】

④
京
極
祐
宏
、
④
佐
々
木
悟
【
中

仙
】①
秋
山
順
悦
、①
鈴
木
春
一
、

②
藤
原
剛
、
③
伊
藤
義
則【
協
和
】

①
武
藤
豊
、
②
柳
田
謹
治
朗
、
②

佐
々
木
克
己
、
③
佐
藤
豊【
仙
北
】

②
大
山
正
弘
、③
本
間
隆
喜
、③
越

後
谷
哲
也
、③
本
間
由
久
、③
山
田

伸
二
、
③
加
藤
勝【
太
田
】③
髙
橋

広
徳
、④
髙
橋
友
栄

▼
永
年
勤
続
章
＝
25
年
勤
続

【
大
曲
】③
三
浦
和
雄
、
④
伊
藤
信

一
、④
山
信
田
誠
徳
、⑧
畠
山
隆
、

⑧
小
林
孝
祐【
神
岡
】②
伊
藤
昇
司

【
西
仙
北
】③
菅
原
秀
昭
、
④
斎
藤

正
勝
、③
鈴
木
信
博
、②
小
木
田
昭

芳【
中
仙
】②
武
田
幸
士
、
②
佐
々

木
久
、③
細
谷
和
弘
、⑤
藤
田
知
也

【
協
和
】④
清
水
修
一
、
④
高
橋
秀

樹
、③
武
田
孝
行
、③
菅
原
勝
行
、

③
加
賀
谷
稔
之【
南
外
】①
判
田
隆

義
、①
八
嶋
清
、②
佐
々
木
隆
、②

佐
々
木
俊
彦
、③
伊
藤
誠
記
、③
小

松
敏
美
、③
高
見
幸
司
、③
堀
井
公

栄
、
③
菊
地
正
一【
仙
北
】②
髙
橋

秋
彦【
太
田
】①
大
信
田
道
一
、
②

鈴
木
克
文
、③
佐
藤
隆
康
、③
藤
井

雅
彦

秋
田
県
知
事
表
彰

6



大仙市消防出初式
平成30年

▼
永
年
勤
続
章
＝
20
年
勤
続

【
大
曲
】
①
高
橋
政
之
、
③
三
浦
常

男
、④
藤
井
隆
範
、④
佐
々
木
幸
一
、

④
小
松
亮
、④
藤
田
喜
博
、⑤
加
藤

兼
雄
、⑤
高
山
房
男
、⑥
佐
々
木
雅

伸
、
⑥
田
丸
哲
美【
神
岡
】①
佐
藤

康
晴
、①
斉
藤
一
見
、②
髙
橋
博
美

【
西
仙
北
】
①
大
𣘺
賀
治
、
④
齋
藤

進
一【
中
仙
】①
佐
々
木
亨
浩
、
②

木
元
克
典
、③
伊
藤
幸
也
、③
高
橋

光
輝
、③
児
玉
弘
重
、⑤
草
薙
宏
清

【
協
和
】
②
茂
木
英
樹
、
②
佐
々
木

武
、③
豊
島
伸
幸
、④
佐
々
木
博
康

【
南
外
】
①
伊
藤
茂
、
②
佐
々
木
忠

義
、②
佐
々
木
美
智
晴
、③
菊
地
広

美【
仙
北
】①
草
彅
英
樹
、②
小
林
富

弘
、③
大
西
佑
也
、③
土
井
文
智
、

③
新
田
和
美【
太
田
】①
湯
野
澤
徹

也
、②
斎
藤
晃
己
、④
戸
沢
勝
也

大
仙
市
長
表
彰

▼ 功
労
章
（
任
務
遂
行
に
あ
た
り
功

労
顕
著﹇
副
分
団
長
以
上
・
知
事
有

功
章
未
受
章
者
﹈）

【
西
仙
北
】①
今
野
一
春
、【
協
和
】③

佐
藤
重
孝

▼ 功
績
章
（
任
務
遂
行
に
あ
た
り
功

労
顕
著﹇
班
長
以
上
・
25
年
以
上
勤

続・県
協
会
功
労
章
未
受
章
者
﹈）

【
大曲
】③
三
浦
和
雄
、④
伊
藤
信
一、④

山
信
田
誠
徳
、【
神
岡
】
②
髙
橋
正
敏

【西仙北
】③
鈴
木
信
博
、④
斎
藤
正
勝
、

【
中
仙
】②
佐
々
木
久
、③
細
谷
和
弘
、

⑤
藤
田
知
也
、【
協
和
】③
武
田
孝
行
、

④
清
水
修
一、【
南
外
】①
判
田
隆
義
、

①
八
嶋
清
、②
佐
々
木
隆
、②
佐
々
木

俊
彦
、③
伊
藤
誠
記
、③
小
松
敏
美【
仙

北
】②
髙
橋
秋
彦
、【
太田
】①
大
信
田

道
一、②
鈴
木
克
文
、③
佐
藤
隆
康

▼
勤
続
章
＝
15
年
勤
続

【
大
曲
】
①
須
藤
功
也
、
①
藤
田
喜
美

之
、④
藤
田
和
幸
、⑤
東
海
林
達
郎
、

⑤
邑
山
浩
、
⑤
中
邑
勝
、
⑤
松
井
春

雄
、⑤
山
田
功
、⑤
佐
藤
等
、⑥
島
森

清
美
、⑧
山
崎
尊
、【神
岡
】②
深
浦
豊
、

【西仙北
】①
武
藤
忠
文
、②
佐
藤
康
平
、

【
中
仙
】①
鈴
木
善
和
、①
小
松
誠
、①

柴
田
幹
弘
、②
藤
原
弘
幸
、⑤
高
田
輝

彦
、【
協
和
】
①
佐
々
木
豊
、
②
阿
部

義
信
、②
石
井
忍
、④
京
極
勝
彦
、【
仙

北
】②
原
哲
治
、④
大
野
和
彦
、【太
田
】

①
大
信
田
道
郎
、②
加
藤
俊
巳
、②
門

脇
裕
彰
、③
本
多
克
洋
、④
田
口
良
平

※ こ
の
ほ
か
、
秋
田
県
消
防
協
会
長
表
彰
勤

続
章（
10
年
勤
続
）35
人
、同
消
防
団
員
家

族
表
彰
３
人
、秋
田
県
消
防
協
会
大
仙
仙

北
美
郷
支
部
長
表
彰
精
勤
章（
７
年
勤
続
）

63
人
、
大
仙
市
消
防
団
長
表
彰
精
勤
章

（
５
年
勤
続
）48
人
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
、

５
年
以
上
勤
続
の
退
団
団
員
41
人
の
方
々

に
大
仙
市
長
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

■ 優良支団・分団表彰（大仙市長表彰）
○ 南外支団…平成29年１月１日から12月31日
までの１年間、管内で無火災を達成
○ 協和支団第３分団…平成29年度大仙仙北美
郷支部消防訓練大会「規律訓練の部」で準優勝
○ 南外支団第１分団…平成25年１月１日から
平成29年12月31日まで５年間、管内で無火災
を達成

■ 大仙市長感謝状贈呈（一般・個人）
○ 斉藤昌昭さん（神岡）…平成29年４月14日に発
生した神岡地域神宮寺地区関口地内の原野
火災の際、いち早く火災に気付き、消防へ通報
後、自宅にあった消火器を使いながら初期消
火を実施。現場近くの住家への延焼防止に大
きく貢献されました。
○ 加藤保さん（西仙北）・池田繁司さん（同）…平
成29年２月21日に西仙北地域刈和野地区内
で発生した共同住宅の建物火災で、すぐに火
事ぶれと消防へ通報後、初期消火を実施し、延
焼を阻止。住宅密集地での火災による被害の
拡大防止に大きく貢献されました。
○ 冨岡吉二郎さん（中仙）・伊藤美記子さん（同）
…平成29年５月10日、上鴬野字熊野地内で林
野火災が発生。原因者の家族が火事ぶれした
際に、近くで農業をしていた両氏が駆けつけ、
協力し合いながら初期消火に尽力し、火災の
拡大防止に大きく貢献されました。
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県
内
過
去
５
年
間
の
火
災

に
よ
る
死
者
は
１
２
１
人

　
県
内
で
平
成
23
年
か
ら
27
年

ま
で
の
５
年
間
に
火
災
で
亡
く

な
っ
た
方
（
放
火
自
殺
者
を
除
く
）は

１
２
１
人
。死
亡
原
因
の
43
・
８
％

は「
逃
げ
遅
れ
」（
53
人
）で
、
死
者

の
う
ち
65
歳
以
上
の
割
合
は
67
・

８
％
（
82
人
）と
い
う
調
査
結
果
が

あ
り
ま
す
。（
秋
田
県
防
災
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト「
消
防
防
災
年
報
」よ
り
）

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
効
果

　
９
ペ
ー
ジ
の
三
つ
の
グ
ラ
フ
は

平
成
25
年
か
ら
27
年
ま
で
の
３
年

間
に
お
け
る
居
住
者
な
ど
の
過
失

を
原
因
と
し
た
住
宅
火
災
の
報
告

を
基
に
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

効
果
を
分
析
し
た
も
の
で
す
。

　
死
者
数
や
焼
損
床
面
積
、
損
害

額
を
見
る
と
、
住
宅
用
火
災
警
報

器
を
設
置
し
て
い
る
場
合
は
、
設

置
し
て
い
な
い
場
合
と
比
べ
る
と
、

死
者
の
発
生
は
３
分
の
２
、
焼
損

床
面
積
と
損
害
額
は
お
よ
そ
半
分

に
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
住
宅
用
火
災
警
報
器
を

設
置
す
れ
ば
火
災
発
生
時
の
死
亡

リ
ス
ク
や
損
失
の
拡
大
リ
ス
ク
を

大
幅
に
減
少
で
き
る
こ
と
を
示
し

て
い
ま
す
。

大
仙
市
の
設
置
率
は
76・５
㌫

県
平
均
を
下
回
る

　
住
宅
火
災
で
の
逃
げ
遅
れ
を

防
ぐ
「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」。新

築
の
住
宅
で
は
平
成
18
年
６
月
か

ら
、
既
存
の
住
宅
で
も
23
年
６
月

か
ら
設
置
が
法
律
で
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
大
仙
市
の
設
置
率
は
76
・
５
％

に
と
ど
ま
り
、全
国
の
81
・
７
％
、

秋
田
県
の
81
・
３
％
に
比
べ
て
ま

だ
ま
だ
低
い
現
状
に
あ
り
ま
す
。

（
平
成
29
年
調
査
結
果
よ
り
）

　
ま
だ
設
置
し
て
い
な
い
家
庭

は
、
必
ず
設
置
す
る
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。　

設
置
し
て
い
ま
す
か
…「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」

住
宅
火
災
で
毎
年
全
国
で

約
千
人
の
方
が
亡
く
な
っ

て
い
ま
す
。

火
災
は
住
宅
な
ど
の
財
産
だ

け
で
は
な
く
、人
の
命
を
も
奪
い

ま
す
。

住
宅
火
災
の
発
生
や
逃
げ
遅
れ

を
防
ぎ
、命
を
守
る
た
め
に
役
に

立
つ
も
の
の
ひ
と
つ
が「
住
宅
用

火
災
警
報
器
」
で
す
。適
切
な
場

所
に
設
置
し
て
火
災
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

 

大
曲
仙
北
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本
部
予
防
課

　
☎
０
１
８
７（
63
）０
３
１
６

　
大
曲
消
防
署
予
防
班

　
☎
０
１
８
７（
63
）０
１
５
１

住
宅
火
災
の
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　                 「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」

秋田県の
火災による
死者の発生原因
（平成23～27年）

その他・不明逃げ遅れ

逃げ遅れ
43.8％

その他
・不明
56.2％
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住宅用火災警報器の設置で火災による損失が大幅に減少

設
置
す
る
場
所
が
大
事
！

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し

て
い
て
も
、「
台
所
に
し
か
付
け

て
な
い
」
と
い
う
住
宅
も
あ
り
ま

す
。そ
れ
で
は
十
分
な
効
果
を
発

揮
し
て
く
れ
ま
せ
ん
。住
宅
用
火

災
警
報
器
は
本
来
、
寝
て
い
る
間

の
火
災
に
早
く
気
付
き
、
早
く
避

難
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　
ま
ず
は
寝
室
に
、
そ
し
て
寝
室

が
２
階
以
上
に
あ
る
住
宅
で
は
、

階
段
の
天
井
付
近
に
付
け
る
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

電
池
切
れ
に
備
え　
　
　 

定
期
的
に
点
検
し
ま
し
ょ
う

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
10
年
程

度
で
電
池
が
切
れ
て
し
ま
い
ま

す
。機
器
に
よ
っ
て
は
電
池
切
れ

を
警
報
音
や
ラ
ン
プ
の
点
滅
で
教

え
て
く
れ
る
も
の
も
あ
り
ま
す

が
、
い
つ
の
間
に
か
電
池
切
れ
に

な
っ
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
、
定

期
的
に
点
検
し
ま
し
ょ
う
。

　
点
検
の
方
法
は
、
ヒ
モ
が
つ
い

て
い
る
タ
イ
プ
で
は
「
ヒ
モ
を
引

く
」、ボ
タ
ン
が
つ
い
て
い
る
タ
イ

プ
で
は「
ボ
タ
ン
を
押
す
」だ
け
で

す
。正
常
で
あ
れ
ば
警
報
音
が
鳴

り
、自
動
で
止
ま
り
ま
す
。

　
点
検
し
て
も
警
報
音
が
出
な
い

場
合
は
、
本
体
を
取
り
外
し
て
電

池
が
き
ち
ん
と
セ
ッ
ト
さ
れ
て
い

る
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。そ
れ

で
も
鳴
ら
な
い
場
合
は
、「
電
池

切
れ
」か「
機
器
の
故
障
」で
す
。

　
「
機
器
の
故
障
」は
も
ち
ろ
ん
、

「
電
池
切
れ
」の
場
合
も
、
本
体
ご

と
新
し
い
も
の
に
買
い
換
え
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、「
煙
」

を
感
知
す
る
も
の
と
、火
災
に
よ
る

「
熱
」
を
感
知
す
る
も
の
と
が
あ
り

ま
す
が
、
い
ず
れ
も
電
子
部
品
の

経
年
劣
化
で
正
確
に
感
知
で
き
な

く
な
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
で
す
。

暖
房
器
具
を
取
り
扱
う
冬

火
災
へ
の
備
え
は
万
全
に

　
冬
季
の
住
宅
火
災
は
、
暖
房
器

具
の
異
常
燃
焼
や
消
し
忘
れ
、
可

燃
物
の
落
下
・
接
近
な
ど
を
原
因

に
出
火
し
、
人
が
目
を
離
し
た
隙

や
就
寝
中
に
拡
大
す
る
と
い
っ
た

ケ
ー
ス
が
増
え
ま
す
。

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
正
し
い

設
置
や
定
期
的
な
点
検
・
交
換
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
で
す
が
、
避
難

口
を
確
保
す
る
た
め
に
住
宅
周
辺

の
除
雪
を
こ
ま
め
に
行
う
な
ど
し

て
、
火
災
へ
の
備
え
を
万
全
に
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

住
宅
用
火
災
警
報
器

や
消
火
器
な
ど
の

訪
問
販
売
に
よ
る
消
費
者

ト
ラ
ブ
ル
が
増
え
て
い
ま

す
。消
防
職
員
や
市
役
所

の
職
員
な
ど
を
装
っ
て
個

人
宅
を
訪
問
し
、
法
外
な

値
段
で
販
売
す
る
な
ど
の

悪
質
な
手
口
が
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
消
防
署
や
自
治
体
の
職

員
な
ど
が
個
人
宅
を
訪
問

し
、
住
宅
用
火
災
警
報
器

や
消
火
器
な
ど
を
販
売
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
訪
問
販
売
で
住
宅
用
火

災
警
報
器
や
消
火
器
な
ど

を
購
入
し
た
場
合
、
ク
ー

リ
ン
グ
オ
フ
制
度
の
対
象

に
な
り
ま
す
。契
約
書
面

を
受
け
取
っ
た
日
か
ら
８

日
以
内
で
あ
れ
ば
契
約
を

解
除
で
き
ま
す
。

　
不
審
な
訪
問
販
売
を
受

け
た
と
き
は
、
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ・相
談
】

　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
１
８
７（
63
）１
１
３
６

　
（
大
曲
庁
舎
２
階
）

悪質商法にご注意を―住宅用火災警報器などの購入・設置は信頼できる店や業者から―

死者数や焼損床面積、損害額を見ると、住宅
用火災警報器を設置している場合は、設置
しない場合に比べ、死者の発生は３分の２、
焼損床面積と損害額はおおむね半減

住宅用火災警報器を設置すれば、
火災発生時の死亡リスクや損失
の拡大リスクが大幅に減少
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※ ９ページのグラフの出典：総務省消防庁「住宅防火関係」ホームページ
「住宅用火災用警報器の効果」DAISEN City Public Relations 2018.29
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■
自
殺
者
の
４
割
が
70
歳
以
上

　
図
１
は
、
平
成
21
年
か
ら
28
年

ま
で
の
市
の
年
代
別
の
自
殺
者
数

を
表
し
て
い
ま
す
。70
歳
以
上
の

高
齢
者
の
自
殺
者
数
が
非
常
に
多

い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

■ 「
家
族
が
い
る
か
ら
安
心
」で

は
な
い

　
実
は
意
外
に
も
、
自
殺
者
の
多

く
が
家
族
と
同
居
さ
れ
て
い
た
方

で
あ
り
、
単
身
生
活
は
全
体
の
５

％
以
下
だ
と
い
い
ま
す
。

　
図
２
は
、
同
居
人
の
有
無
別
に

見
た
市
の
全
年
齢
の
自
殺
者
数
の

グ
ラ
フ
で
す
。

　
年
代
別
で
の
詳
細
な
デ
ー
タ
は

公
表
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
高
齢

者
に
着
目
し
て
も
、
家
族
と
同
居

し
て
い
る
高
齢
者
の
方
が
、
一
人

暮
ら
し
の
高
齢
者
よ
り
も
自
殺
者

数
が
多
い
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
家
族
の
中
の
孤
独
は
、
一
人
で

い
る
孤
独
と
は
ま
た
違
っ
た
つ
ら

さ
が
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

平
成
21・24・27
年
度
に
実
施
し
た

「
秋
田
県
健
康
づ
く
り
に
関
す
る

調
査
」に
よ
る
と
、「
身
近
に
悩
み

を
相
談
で
き
る
人
が
い
る
か
」
と

い
う
質
問
に
対
し
、「
い
な
い
」と

答
え
た
人
は
、
市
部
に
住
ん
で
い

る
人
よ
り
も
町
村
部
に
住
ん
で
い

る
人
の
方
が
多
か
っ
た
そ
う
で
す
。

　
関
係
が
密
す
ぎ
る
と
、
し
が
ら

み
を
気
に
し
て
、
か
え
っ
て
弱
音

を
吐
き
づ
ら
く
な
る
こ
と
は
珍
し

い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。そ
れ

で
も
自
殺
の
少
な
い
地
域
は
な
に

が
違
う
の
で
し
ょ
う
か
。

　
徳
島
県
の
旧
海
部
町
（
現
・
海
陽

町
）は
、
全
国
で
も
極
め
て
自
殺
率

の
低
い
地
域
と
し
て
た
び
た
び
メ

デ
ィ
ア
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
る
ま

ち
で
す
。和
歌
山
大
学
講
師
の
岡お

か

壇ま
ゆ
み

さ
ん
の
著
書
に
よ
る
と
、
旧
海

部
町
に
は
自
殺
を
予
防
す
る
次
の

よ
う
な
要
素
が
あ
る
そ
う
で
す
。

◎ い
ろ
ん
な
人
が
い
て
も
よ
い 

む
し
ろ
い
た
ほ
う
が
よ
い
と
考

え
る

◎ 学
歴
や
地
位
等
よ
り
も
人
柄
や

能
力
で
評
価
さ
れ
る

◎ ど
う
せ
自
分
な
ん
て
、
と
考
え

な
い

◎ 助
け
を
求
め
る
こ
と
へ
の
抵
抗

が
小
さ
い

◎
ゆ
る
や
か
な
人
間
関
係

　
自
殺
を
予
防
す
る
よ
う
な
「
生

き
心
地
の
良
い
町
」の
特
徴
か
ら
、

私
た
ち
が
真
似
で
き
る
よ
う
な
ヒ

ン
ト
を
探
り
ま
し
た
。

人
間
関
係
を
固
定
し
な
い

　
皆
さ
ん
に
は
、自
分
の
居
場
所

が
あ
り
ま
す
か
。「
あ
る
」
と

い
う
方
も
、
何
か
の
き
っ
か

け
で
そ
の
居
場
所
に
い
づ
ら

く
な
っ
た
と
き
、
ど
う
思
い
ま

す
か
。別
の
居
場
所
が
あ
る
と
思

え
ば
、
ず
い
ぶ
ん
気
が
楽
に
な
る

も
の
な
の
で
、
複
数
も
っ
て
お
く

こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　
趣
味
や
ス
ポ
ー
ツ
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
な
ど
を
し
て
い
る
方
は
、
あ

ま
り
し
て
い
な
い
方
に
比
べ
る

と
、
う
つ
傾
向
に
陥
る
リ
ス
ク
が

低
く
、
心
の
健
康
度
が
高
い
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
地
域
に
は
つ
な
が
る
機
会
や
場

所
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。自
分

の
健
康
・
生
き
が
い
づ
く
り
に
な

る
ば
か
り
で
な
く
、見
守
り
、支
え

合
う
信
頼
関
係
の
あ
る
ま
ち
づ
く

り
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。地
域
活

動
の
情
報
は
、
広
報
紙
や
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
入
手
で
き
ま

す
。

【
例
】地
域
行
事
へ
の
参
加
、
趣
味

サ
ー
ク
ル
や
ス
ポ
ー
ツ
活
動
へ
の

参
加
、交
通
安
全
、防
犯
・
防
災
活

全
国
で
自
殺
者
の
４
割
が
高
齢
者
と
い
う
事
実
を
ご
存
じ
で
す
か
。

高
齢
者
を
取
り
巻
く
状
況
か
ら
、

な
ん
ら
か
の
「
生
き
づ
ら
さ
」
を
抱
え
て
い
る
場
合
が

多
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

誰
も
が
生
き
心
地
の
良
い
地
域
を
目
指
し
、

大
切
な
命
を
み
ん
な
で
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー　
☎
０
１
８
７
（
62
）
９
３
０
１

高齢者のこころの健康

じ
い
ち
ゃ
ん
、ば
あ
ち
ゃ
ん
、ま お

元

気

で

す

か

め
で
ら
が
？

【図１】大仙市の年代別自殺者数（平成21年～28年合計）
自殺者の
４割が70歳以上！
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秋田県は、自殺率が全国でトップであり、自
殺者数の割合をみると、平成28年度では、

70歳以上が35％も占めています。
　高齢者の自殺の動機で、トップは「病苦」です。
原因となる病気の種類はさまざまでありますが、
病気の重症度は関係なく、例えば、膝が痛むだけ
など、軽症な場合でも自殺の原因になります。

高齢者の自殺者の９割は、同居しています。
単身生活で苦しいからと死を選ぶケース

は少ないのです。高齢者の自殺は、都市部よりも
農村部に多くみられます。農村部の大きな家族
で孤立してしまうことが自殺のパターンとして
多いようです。

自殺の研究によると、自殺者の８割には精
神疾患があり、気分障害、アルコール症、

統合失調症が多くを占めています。これらの疾
患で、抑うつが発症して、次第に悲観的な思考に
支配され、「死ぬしかない」と自殺を考えて、具
体的な計画をして実行します。また、気分が落ち
込んだとき、その気分を紛らわそうとアルコー
ルに依存することが多いと言われています。
　しかし、アルコールは、抑うつを増強させて、
衝動性を高めることから、計画性がない突発的
な自殺に至る危険性を高めます。アルコールの
適量は、ビール500ml、日本酒1合であり、65歳以
上または女性はその半分です。それらの３倍以
上の飲酒が、自殺の危険性を高めます。

自殺に至らない健康的な生活を目指すため
には、一緒に老いを受け入れる仲間が大切

です。仲間とは、同年代を思い浮かべるかも知れ
ませんが、あらゆる年代が当てはまります。同年
代とは、昔話で盛り上がりたい。中年世代とは、
自らの苦労話など経験談に花を咲かせればい
い。若年世代とは、元気の源を分かち合ってほし
い。仲間とは、定期的に会って、お互いの人生の
歩みを確かめ合うことが大切です。仲間がいれ
ば、身体的な苦痛、死別などの喪失体験、孤独の
寂しさから少しでも距離を置けると思います。

仲間は、人は人の中でしか救われないこと
を教えてくれるはずです。

動
、自
治
会
活
動
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

…
な
ど

　
い
つ
の
間
に
か
仲
間
づ
く
り
が

で
き
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

抱
え
込
ま
ず　

    　
　
　
　

早
め
に
助
け
を
求
め
よ
う

　
ト
ラ
ブ
ル
や
失
態
、
心
配
ご
と

は
抱
え
込
む
の
で
は
な
く
、
取
り

返
し
の
つ
か
な
い
こ
と
に
な
る
前

に
助
け
を
求
め
て
く
だ
さ
い
。相

談
さ
れ
た
方
に
と
っ
て
問
題
は
初

期
の
段
階
の
方
が
対
応
し
や
す
い

で
す
し
、
解
決
の
糸
口
と
な
る
良

い
ア
イ
デ
ア
が
出
て
く
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　
旧
海
部
町
で
は
こ
う
い
っ
た
考

え
方
が
浸
透
し
て
い
る
結
果
な
の

か
、う
つ
の
受
診
率
が
高
く
、し
か

も
軽
症
の
段
階
で
受
診
す
る
方
が

多
い
と
い
う
特
徴
が
あ
る
そ
う
で

す
。う
つ
に
対
す
る
タ
ブ
ー
視
が

弱
い
と
い
う
こ
と
も
、
受
診
を
促

し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
も
し
、
身
近
に
相
談
で
き
る
よ

う
な
相
手
が
い
な
け
れ
ば
、
身
近

で
は
な
い
人
に
話
を
し
て
み
る
の

も
良
い
と
思
い
ま
す
。健
康
増
進

セ
ン
タ
ー
で
は
、
保
健
師
に
よ
る

こ
こ
ろ
の
相
談
や
臨
床
心
理
士
に

よ
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
が
受
け
ら

れ
ま
す
。私
た
ち
で
よ
け
れ
ば
、話

を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
市
に
は
、
悩
み
ご
と
の
相

談
役
を
務
め
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
タ
ー
」

が
い
ま
す
。「
こ
こ
ろ
の
健
康
」に

関
す
る
基
本
的
な
知
識
や
、
話
を

聴
く
技
術
を
学
ん
だ
方
々
で
す
。

気
軽
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
い
ろ
ん
な
人
が
い
て
も
よ

い
、い
ろ
ん
な
人
が
い
た
ほ
う

が
よ
い
」と
い
う
考
え
方

　
自
分
と
相
手
の
「
考
え
方
」
や

「
当
た
り
前
」
に
違
い
が
あ
っ
て

も
、
い
ろ
い
ろ
な
人
が
い
る
も
の

だ
、
と
思
え
ば
、
イ
ラ
イ
ラ
し
た

り
、
が
っ
か
り
し
た
り
す
る
こ
と

も
減
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。新
し

い
発
見
だ
と
思
っ
て
、
楽
し
ん
で

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
今
回
お
伝
え
し
た
内
容
を
、
話

の
種
に
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。で

き
そ
う
な
こ
と
を
そ
の
方
と
一
緒

に
や
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。み
ん
な
で
少
し
ず
つ
、生
き

心
地
の
良
さ
を
築
い
て
い
け
れ
ば

い
い
で
す
ね
。

【
参
考
文
献
】「
生
き
心
地
の
良
い

町　
こ
の
自
殺
率
の
低
さ
に
は
理わ

由け

が
あ
る
」　
岡
壇・著

高齢者の自殺の特徴と対策
協和病院院長　善本正樹さん

※図１・図２の出典：警察庁「自殺統計」

!"#$%

【図２】同居人の有無別自殺者数（平成21年～28年合計）
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女性
男性

同居人なし

同居人あり 132 75

26 7 「同居人なし」の方が
自殺者数が少ない
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大曲・神岡・西仙北・協和・南外・太田
市営住宅入居者募集

市
で
は
、大
曲
、神
岡
、西
仙

北
、協
和
、南
外
、太
田
地

域
の
市
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集

し
ま
す
。

※ 

家
賃
は
世
帯
の
所
得
に
応
じ
て
決
定

さ
れ
ま
す
。

◆
募
集
住
宅
／

【
大
曲
】

○
笑
の
口
市
営
住
宅（
一
般
向
け
）・

１
戸（
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ・Ｈ
８
建
築
）

　

家
賃
＝
２
万
５
７
０
０
〜

５
万
９
１
０
０
円
／
月

○
笑
の
口
市
営
住
宅
（
高
齢
者
向

け
）・１
戸（
１
Ｄ
Ｋ・Ｈ
８
建
築
）

　
家
賃
＝
１
万
４
千
〜

３
万
２
２
０
０
円
／
月

○
大
花
都
市
再
生
住
宅
（
一
般
向

け
）・２
戸（
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ・Ｈ
20
建
築
）

　
家
賃
＝
３
万
４
８
０
０
〜

７
万
９
９
０
０
円
／
月

【
神
岡
】

○
神
岡
Ａ
Ｄ
棟
市
営
住
宅
・
１
戸

（
３
Ｄ
Ｋ・Ｓ
54
建
築
）

　
家
賃
＝
１
万
２
８
０
０
〜

２
万
９
４
０
０
円
／
月

○
神
岡
Ｅ
Ｆ
棟
市
営
住
宅
・
１
戸

（
３
Ｄ
Ｋ・Ｓ
59
建
築
）

　
家
賃
＝
１
万
６
３
０
０
〜

３
万
７
５
０
０
円
／
月

【
西
仙
北
】

○
天
神
前
市
営
住
宅（
単
身
向
け
）・

２
戸（
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ・Ｈ
28
建
築
）

　
家
賃
＝
１
万
４
７
０
０
〜

３
万
３
８
０
０
円
／
月

【
協
和
】

○
境
市
営
住
宅
・
１
戸（
３
Ｄ
Ｋ
・
Ｓ

59
建
築
）

　
家
賃
＝
１
万
６
７
０
０
〜

４
万
１
６
０
０
円
／
月

【
南
外
】

○
梨
木
田
市
営
住
宅
・
２
戸（
３
Ｌ

Ｄ
Ｋ・Ｈ
８
、H
９
建
築
）

　
家
賃
＝
１
万
９
２
０
０
〜

４
万
７
２
０
０
円
／
月

【
太
田
】

○
太
田
南
部
地
区
市
営
住
宅
・
２

戸（
３
L
Ｄ
K・Ｈ
11
、Ｈ
12
建
築
）

　
家
賃
＝
２
万
０
８
０
０
〜

４
万
８
３
０
０
円
／
月

◆
入
居
資
格
／

○
同
居
す
る
親
族
が
い
る
方

○
住
宅
に
困
っ
て
い
る
方

○
収
入
が
条
例
で
定
め
ら
れ
て
い

る
収
入
基
準
以
下
の
方

○
市
町
村
税
に
滞
納
が
な
い
方

○
同
居
者
を
含
め
世
帯
全
員
が
暴
力

団
員
（
暴
力
団
対
策
法
第
２
条
第
６
号

に
規
定
す
る
暴
力
団
員
）で
な
い
こ
と

※
入
居
に
際
し
て
は
市
内
に
居
住
し
て

い
る
連
帯
保
証
人
が
１
人
必
要

◆
入
居
可
能
日
／
３
月
16
日（
金
）

◆
申
込
期
間
／
２
月
１
日（
木
）か

ら
15
日（
木
）ま
で

※
土・日
、祝
日
を
除
く

◆
受
け
付
け
時
間
／

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

【問い合わせ・申し込み】
　【大曲地域】建築住宅課 ☎ 0187-66-4909
 【大曲地域以外】 各支所農林建設課

この大
ま ち
仙市でいつまでも～ともに支えあう地域づくり～

地域包括ケアシステム講演会
【問い合わせ】
 下記参照

市
で
は
、高
齢
に
な
っ
て
も
生

き
が
い
や
居
場
所
な
ど
自

分
の
役
割
を
持
ち
な
が
ら
、
生
き

生
き
と
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
地

域
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
住
み
慣
れ
た
地
域
で
元
気
に
暮

し
て
い
く
た
め
に
、
み
ん
な
で
寄

り
添
い
、
で
き
る
こ
と
を
一
緒
に

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
日
時
／
３
月
３
日（
土
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
45
分

◆
会
場
／
大
曲
交
流
セ
ン
タ
ー

◆
入
場
料
／
無
料

◆
内
容
／

【
講
演
会
】

　

 講
師
／
出で

野の

紀の
り

子こ

さ
ん（
株
式
会

社studio-L

所
属
、
東
北
芸
術
工
科
大

学
講
師
）

　

 演
題
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ
ザ
イ
ン

「
地
域
で
長
く
楽
し
く
暮
ら
す
」

【
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
】

　

 「
住
民
主
体
の
地
域
づ
く
り
を

め
ざ
し
て
」を
テ
ー
マ
に
、大
仙

市
内
外
の
住
民
主
体
の
活
動
に

つ
い
て
話
し
合
い
ま
す
。

　

 活
動
報
告
者
／
竹
下
正
勝
さ
ん

（
仙
北
市
N
Ｐ
Ｏ
法
人
地
域
支
援
隊

え
が
っ
た
な
ぁ
）、大
信
田
祐
子
さ

ん
（
大
仙
市
太
田
東
今
泉
地
区
ふ
れ

あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
代
表
）、佐

藤
堅
美
さ
ん
（
大
仙
市
生
活
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

【
問
い
合
わ
せ
】

　
高
齢
者
あ
ん
し
ん
相
談
室
中
央

　
☎
０
１
８
７（
63
）１
１
１
１

　
同 

東
部

　
☎
０
１
８
７（
56
）７
１
２
５

　
同 
西
部

　
☎
０
１
８
７（
87
）３
９
７
０

出野紀子さんプロフィル
　東京都出身。島根県海士町
の自主運営テレビ局で住民
による番組作りのサポート
や大分県豊後高田市の中心
市街地活性化業務、起業支援
業務に携わる。2014年より、
山形県の東北芸術工科大学
で若手育成に努める。
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４月１日雇用開始予定
教育委員会関係施設の嘱託・臨時職員を募集

大仙市立地適正化計画（素案）策定のため
パブリックコメント実施中

大
仙
市
立
地
適
正
化
計
画（
素

案
）策
定
の
た
め
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
（
意
見
募
集
）
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
国
で
は
、
今
後
の
人
口
の
急
激

な
減
少
と
高
齢
化
を
背
景
と
し

て
、
高
齢
者
や
子
育
て
世
代
に
と

っ
て
、
安
心
で
き
る
健
康
で
快
適

な
生
活
環
境
を
実
現
し
、
財
政
面

や
経
済
面
に
お
い
て
も
持
続
可
能

な
都
市
経
営
を
可
能
と
す
る
た

め
、
平
成
26
年
８
月
に
都
市
再
生

特
別
措
置
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
が
施
行
さ
れ
、市
町
村
は
、

コ
ン
パ
ク
ト
プ
ラ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
型
の
都
市
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
の「
立
地
適
正
化
計
画
」を
策
定

で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
う
け
て
、
本
市
に
お
い

て
も
将
来
に
わ
た
り
安
定
的
か
つ

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
に
、
平
成
30
年
３
月
ま

で
に「
立
地
適
正
化
計
画
」の
策
定

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

◆
提
出
方
法
／

【
意
見
提
出
箱
へ
投
函
】

　

 

都
市
管
理
課
、市
民
課
、各
支
所

市
民
サ
ー
ビ
ス
課
に
備
え
付
け

の
記
入
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、提
出
箱
に
投
函

【
メ
ー
ル
で
提
出
】

　

 

メ
ー
ル
の
件
名
を「
立
地
適
正
化

計
画
へ
の
意
見
」と
し
て
、
記
入

用
紙
に
意
見
を
入
力
の
上
、都
市

管
理
課
の
ア
ド
レ
ス
（".1&)('+&3

-&"4*0(&12'*()&"(*5#

）へ
送
信

※ 

記
入
用
紙
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（!""#$%%

666*-&"4*0(&12'*()&"(*5#%

）
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

【
郵
送
、持
参
、フ
ァ
ク
ス
で
提
出
】

　
〒
０
１
４
―
０
０
６
３

　
 

大
曲
日
の
出
町
２
丁
目
８
―
４

　
都
市
管
理
課（
大
曲
南
庁
舎
２
階
）

　
℻
０
１
８
７（
63
）４
５
０
５

◆
募
集
期
間
／

　
２
月
13
日（
火
）ま
で

【問い合わせ】
 都市管理課
 ☎ 0187-66-4908

詳
細
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
求

人
情
報
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
方
法
／
写
真
を
貼
っ

た
履
歴
書
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の

紹
介
状
を
提
出（
郵
送
可
）

◆
雇
用
開
始
／
４
月
１
日（
予
定
）

職種 勤務場所 募集
人員 賃金 申込期限 問い合わせ・応募

嘱託用務員 市内小・中学校 20人
程度 月額 97,020 円

２月 16日（金）
※ グレーで網掛け
した職種は、応
募人数が職種ご
とに８人に達し
た場合、期限前
でも募集を締め
切ります。

教育総務課
〒 014-0062
大曲上栄町 2-16
☎ 0187-63-1111
内線 334

嘱託校務員 市内小・中学校 24人
程度 月額 97,020 円

スクールバス運転手
※要大型運転免許

南外公民館、
南外小学校 各１人 時給 940 円

嘱託栄養士
※要栄養士免許

学校給食総合セン
ター １人 月額 175,000 ～

205,200 円
学校給食総合センター
〒 014-0073
内小友字山根 89-33
☎ 0187-86-4171

労務を伴う施設管理 中仙公民館豊岡分
館、同鴬野分館 各１人 時給 790 円

中仙公民館
〒 014-0203
北長野字袴田 95
☎ 0187-56-7201
内線 112

公民館事務補助員
刈和野地区公民館、
大沢郷地区公民館、
強首地区公民館

各１人 時給 770 円
西仙北中央公民館
〒 019-2112
刈和野字愛宕 24-1
☎ 0187-75-1115

大仙市立地適正化計画
（素案）に係る住民説明
会を開催します

◆日時／
　①２月13日（火）

午後６時～
　②２月16日（金）

午後６時～
◆会場／
　 ①大曲地域職業訓練セ
ンター

　 ②西仙北スポーツセン
ター
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認
知
症
の
方
と
家
族
の
集
い

「
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
」

　
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
は
、
認
知
症

の
方
や
介
護
す
る
家
族
同
士

が
、
日
頃
の
悩
み
や
不
安
な
ど

を
語
り
合
い
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

を
図
り
な
が
ら
、共
に
励
ま
し
、

支
え
合
う
会
で
す
。

　
ミ
ニ
勉
強
会
な
ど
を
通
し
な

が
ら
、
認
知
症
に
つ
い
て
の
思

い
や
考
え
も
共
有
で
き
ま
す
。

お
気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
／
２
月
13
日（
火
）

　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　
（
午
前
９
時
45
分
受
け
付
け
開
始
）

◆  会
場
／
西
仙
北
高
齢
者
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー

◆ 内
容
／

　

 

認
知
症
・
介
護
に
関
す
る
ミ

ニ
勉
強
会
、情
報
交
換

【
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
】

　
高
齢
者
あ
ん
し
ん
相
談
室

　
中
央 

内
線
１
６
９

　
同 

東
部

　
☎
０
１
８
７（
56
）７
１
２
５

　
同 

西
部

　
☎
０
１
８
７（
87
）３
９
７
０

「
だ
い
せ
ん
ラ
イ
フ
」

移
住
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

交
流
会

　
「
大
仙
」で
の
暮
ら
し
を
も
っ

と
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。移
住
後

の
不
安
や
疑
問
を
解
消
で
き
る

仲
間
づ
く
り
や
、
移
住
者
同
士

で
気
軽
に
情
報
交
換
を
す
る
た

め
の
交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
子
ど
も
連
れ
や
、
途
中
か
ら

の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。移
住

者
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。　

◆ 対
象
／
大
仙
市
に
移
住
し
た
方

◆  日
時
／ 

２
月
17
日（
土
）

　
午
後
２
時
〜
７
時

◆  会
場
／
大
曲
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス

キ
ー
場（
現
地
集
合
）

◆
会
費
／
１
人
５
０
０
円（

食
事
代
）

◆ 内
容
／
か
ま
く
ら
作
り
体

験
、き
り
た
ん
ぽ
作
り
体
験
、

い
ぶ
り
が
っ
こ
の
ア
レ
ン
ジ

料
理
試
食
会
ほ
か

◆
申
込
期
限
／
２
月
13
日（
火
）

【
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
】

　
ま
ち
づ
く
り
課 

内
線
２
２
６

　
市
で
は
、
連
携
金
融
機
関
の

「
子
育
て
世
帯
応
援
融
資
」を
受

け
た
場
合
、
借
入
利
子
の
一
部

を
補
給
す
る
制
度
を
設
け
、
子

育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担
の
軽

減
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
詳
細
は
、
子
ど
も
支
援
課
ま

た
は
連
携
金
融
機
関
に
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
／
市
に
住
民
登
録
し
居

住
し
て
い
る
方
で
、市
税
や
保

育
料
を
滞
納
し
て
い
な
い
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

○ 

妊
娠
中
の
方
、
ま
た
は
そ
の

配
偶
者

○
同
居
す
る
18
歳
以
下
の
子
ど

も
の
扶
養
義
務
者

◆
対
象
資
金
／

○
出
産
準
備
に
要
す
る
費
用

○
保
育
所
、幼
稚
園
の
入
所
・
入

園
費
用

○
小
・
中
学
校
、高
校
の
入
学
準

備
に
要
す
る
費
用

○
塾
、予
備
校
、習
い
事
な
ど
に

要
す
る
費
用

○
家
具
、家
電
、冷
暖
房
器
具
、

パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
購
入
費
用

○
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、
部
活
動

の
活
動
費
用

○
引
っ
越
し
費
用
（
市
外
へ
の
転

出
を
除
く
）

○
受
験
に
要
す
る
費
用

※ 

大
学（
院
）な
ど
の
入
学
費
用
、
マ

イ
カ
ー
購
入
費
用
、
子
ど
も
部
屋

の
改
装
費
用
な
ど
は
除
く

◆
補
給
率
／
適
用
金
利
年
２
・

５
％
の
う
ち
２・０
％
を
補
給

※ 

毎
年
12
月
末
現
在
の
未
返
済
元
金

（
限
度
額
１
０
０
万
円
）に
対
し
て

補
給
し
ま
す
。

◆
補
給
期
間
／
36
カ
月
以
内

◆ 連
携
金
融
機
関
／
秋
田
銀
行
、

北
都
銀
行
、羽
後
信
用
金
庫
、

秋
田
お
ば
こ
農
業
協
同
組
合

◆
申
し
込
み
方
法
／
連
携
金
融

機
関
で
申
し
込
み
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
連
携
金

融
機
関
へ
提
出

【
問
い
合
わ
せ
】

　
子
ど
も
支
援
課 

内
線
１
５
０

入
園・入
学
準
備
費
用
な
ど
の
借
入
利
子
を
補
給
し
ま
す

子
育
て
世
帯
応
援
融
資
利
子
補
給
制
度

２月は国民健康保険
税８期、後期高齢者
医療保険料８期の納
付月です。
忘れずに納期内の完
納をお願いします。
納付期限／

２月28日（水）

!"#$%&'()

　建物や土地などの固定資産税は、１月１日現在の所有者に課
税されます。平成29年１月２日から30年１月１日までの間に取
り壊した建物がある場合は、税務課または各支所市民サービス
課に届け出ください。
【問い合わせ】税務課 内線133・134　各支所市民サービス課

取り壊した建物がある方は届け出ください

交
通
災
害
共
済・

不
慮
の
災
害
共
済

　
加
入
申
込
書
を
だ
い
せ
ん
日

和
２
月
号
と
一
緒
に
配
布
し
て

い
ま
す
。な
お
、４
月
に
小
学
校

に
入
学
す
る
児
童
は
交
通
災
害

共
済
の
掛
け
金
（
３
０
０
円
）
が

無
料
に
な
り
ま
す
。ご
家
族
で

ぜ
ひ
加
入
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
／
市
に
住
民
登
録
し
て

い
る
方

◆
共
済
期
間
／
４
月
１
日
か
ら

平
成
31
年
３
月
31
日
ま
で

◆
共
済
掛
金
／
年
額

 

【
交
通
災
害
】３
０
０
円

 

【
不
慮
の
災
害
】７
０
０
円

◆
申
込
先
／
各
支
所
市
民
サ
ー

ビ
ス
課
、環
境
交
通
安
全
課
、

秋
田
銀
行
、北
都
銀
行
、ゆ
う

ち
ょ
銀
行
ま
た
は
郵
便
局
、

羽
後
信
用
金
庫
、
秋
田
お
ば

こ
農
業
協
同
組
合

【
問
い
合
わ
せ
】

 

環
境
交
通
安
全
課

 

内
線
２
３
６

 

各
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

参加者募集

大曲庁舎（本庁）
 ☎ 0187-63-1111
大曲南庁舎
 ☎ 0187-66-4905
神岡庁舎
 ☎ 0187-72-2111
西仙北庁舎
 ☎ 0187-75-1111
中仙庁舎
 ☎ 0187-56-2111 
協和庁舎
 ☎ 018-892-2111 
南外庁舎
 ☎ 0187-74-2111 
仙北庁舎
 ☎ 0187-63-3003 
太田庁舎
 ☎ 0187-88-1111 

大仙市ホームページ
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結
婚
に
向
け
た

大
切
な
一
歩
を
サ
ポ
ー
ト

結
婚
支
援
窓
口
開
設
日

　
市
で
は
、「
結
婚
し
た
い
け

れ
ど
、
異
性
と
出
会
え
る
機
会

が
少
な
い
」
な
ど
と
悩
ん
で
い

る
独
身
男
女
の
結
婚
支
援
に
関

す
る
相
談
を
受
け
付
け
る
窓
口

を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　
希
望
す
る
方
は
事
前
に
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
／

　
 

市
内
在
住
、在
勤
、ま
た
は
将

来
大
仙
市
に
住
む
意
思
の
あ

る
独
身
の
方（
本
人
）

◆
日
時
／

　
２
月
10
日（
土
）・24
日（
土
）

　

 

午
前
10
時
〜
正
午
、
午
後
１

時
〜
３
時

◆ 会
場
／

　
市
民
活
動
交
流
拠
点
セ
ン
タ
ー

（Anbee

大
曲
２
階
）

◆
持
参
す
る
も
の
／

　

 

本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証

な
ど
）、
独
身
を
確
認
で
き
る

書
類
（
独
身
証
明
書
、
戸
籍
抄
本

な
ど
）、本
人
の
写
真

【
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
】

　
男
女
共
同
参
画
推
進
室

　

 （
市
民
活
動
交
流
拠
点
セ
ン
タ
ー
内
）

　
☎
０
１
８
７（
88
）８
０
３
９

相
手
も
自
分
も
大
切
に
す
る

ア
サ
ー
テ
ィ
ブ・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

講
座

　
相
手
の
権
利
を
侵
害
す
る
こ

と
な
く
、
自
分
の
気
持
ち
や
意

見
を
誠
実
・
率
直
・
対
等
に
表
現

す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

「
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
」で
す
。

　
近
所
や
家
族
間
な
ど
身
近
な

人
間
関
係
で
、「
う
ま
く
自
分

の
気
持
ち
が
伝
え
ら
れ
な
か
っ

た
」「
言
い
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
」

な
ど
と
思
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。相
手
も
自
分
も
大
切
に

す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

つ
い
て
、
一
緒
に
学
ん
で
み
ま

し
ょ
う
。

◆
日
時
／
２
月
20
日（
火
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

◆
会
場
／

　
大
仙
市
健
康
福
祉
会
館

　
１
階
大
会
議
室

◆
定
員
／
10
人
程
度

◆
参
加
費
／
無
料

◆
申
込
期
限
／
２
月
19
日（
月
）

◆
講
師
／
髙
橋
静
子
さ
ん

　
（
あ
き
た
Ａ
Ｔ
研
究
会
会
長
）

【
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
】

　

 

男
女
共
同
参
画
推
進
室

　
☎
０
１
８
７（
88
）８
０
３
９

参加者募集

　
選
考
は
面
接
で
行
い
ま
す
。

日
時
な
ど
の
詳
細
は
、
個
別
に

連
絡
し
ま
す
。

◆
応
募
資
格
／
パ
ソ
コ
ン
操
作

が
で
き
る
方
で
、
次
の
①
か
ら

③
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①
教
育
職
員
免
許
状
、
保
育
士

資
格
、
児
童
厚
生
指
導
員
資

格
の
い
ず
れ
か
を
取
得
し
て

い
る
方

②
高
校
を
卒
業
し
、
か
つ
２
年

以
上
児
童
福
祉
事
業
に
従
事

し
た
経
験
の
あ
る
方

③
採
用
後
に
児
童
厚
生
指
導
員

資
格
を
取
得
す
る
た
め
の
研

修
を
受
講
で
き
る
方

◆
賃
金
／
時
給
７
９
０
円

◆
申
し
込
み
方
法
／

 

写
真
を
貼
っ
た
履
歴
書
と
資

格
証
の
写
し
を
申
し
込
み
先

に
提
出（
郵
送
可
）

◆
申
込
期
限
／
２
月
16
日（
金
）

◆
採
用
予
定
日
／
４
月
１
日

【
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
】

 

左
表
参
照

大
曲
地
域
、南
外
地
域
の

児
童
館
に
勤
務
す
る
児
童
厚
生
員
を
募
集

勤務場所 募集
人員 勤務時間 問い合わせ・

申し込み

花園児童
センター、
桂児童
センター、
大曲中央
児童館、

日の出
児童館、

川目児童館

各１人

【３月～10月】
午前11時～午後５時
【11月～２月】
午前10時 30分～

午後４時30分
※ 毎週月曜、８月13日・
14日、「大曲の花火」
当日、12月29日～
１月３日は休み

〒014-8601
大曲花園町1-1
大仙市役所
子ども支援課
内線134

湯ノ又
児童館 １人

【火曜～金曜】
午後１時～５時
【祝日、児童の

長期休み中】
午前９時～午後５時
※ 毎週月曜、８月13
日～15日、12月29
日～１月３日は休み

〒019-1902
南外字下袋218
南外支所
市民サービス課
☎0187-74-2116

児童厚生員
臨時職員募集

平成２９年度 「 認知症カフェ実践報告・交流会 」
　「認知症カフェ」とは、認知症の方とその家族、医療や介
護の専門職、地域の方々など、誰もが気軽に参加できる「つ
どいの場」です。市では、認知症カフェの運営に関わる方や
関心のある方々を対象に実践報告会を開催します。また、
カフェを広めるために自由に語り合える交流会も行いま
す。参加を希望する方は、電話で申し込みください。

◆対象／認知症カフェを運営している方、関心のある方など
◆日時／２月21日（水）午後１時30分～４時
◆会場／大曲交流センター 第１研修室
◆定員／50人（先着順）
◆申込期限／２月14日（水）

【問い合わせ・申し込み】 
高齢者あんしん相談室中央 内線169

固
定
資
産
税

償
却
資
産
の
申
告　

　　
市
内
に
土
地
・
家
屋
以
外
の

事
業
用
減
価
償
却
資
産
が
あ
る

方
は
、資
産
所
有
状
況（
１
月
１
日

現
在
）
の
申
告
が
必
要
で
す
。前

年
、
ま
た
は
そ
れ
以
前
に
申
告

し
た
こ
と
が
あ
る
方
に
は
、12
月

中
旬
に
申
告
書
な
ど
を
郵
送
し

て
い
ま
す
。新
た
に
事
業
を
始
め

た
方
な
ど
、
申
告
書
が
必
要
な

方
は
、連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

前
年
中
に
廃
業
や
経
営
移
譲
し
た

方
は
、
そ
の
旨
を
申
告
書
の
備
考

欄
に
記
入
し
、
経
営
移
譲
し
た
場

合
は
、所
有
者
氏
名
、所
在
地
を
訂

正
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

資
産
の
増
減
が
な
い
場
合
も
必
ず

申
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
／

　

 【
共
通
】舗
装
路
面
・
外
構
・
看

板・パ
ソ
コ
ン・コ
ピ
ー
機
な
ど

　

 【
飲
食
店
】厨
房
設
備・接
客
用

家
具・カ
ラ
オ
ケ
セ
ッ
ト
な
ど

　

 【
理・美
容
室
】洗
面
設
備
・
サ

イ
ン
ポ
ー
ル
な
ど

　

 【
小
売
店
】
商
品
陳
列
用
家

具・自
動
販
売
機
な
ど

　
【
農
業
】農
業
用
機
械
な
ど

【
問
い
合
わ
せ・提
出
】

　
税
務
課 

内
線
１
７
９

　
各
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課
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国
際
交
流
協
会

異
文
化
理
解
講
座

　
世
界
の
多
様
な
文
化
を
感
じ

て
み
ま
せ
ん
か
。今
回
は
、ア
フ

リ
カ
の
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
共
和
国

出
身
の
方
を
講
師
に
お
招
き
し

ま
す
。お
菓
子
や
お
茶
を
飲
み

な
が
ら
、
ア
フ
リ
カ
を
感
じ
る

時
間
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

◆
日
時
／
２
月
17
日（
土
）

　
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

◆
会
場
／
市
民
活
動
交
流
拠
点

セ
ン
タ
ー
（Anbee

大
曲
２
階
）

◆
定
員
／
15
人

◆
参
加
費
／
５
０
０
円

※
大
仙
市
国
際
交
流
協
会
会
員
は
無

料
。当
日
入
会
可
、年
会
費
３
千
円

◆
申
込
期
限
／
２
月
13
日（
火
）

【
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
】

　

 

大
仙
市
国
際
交
流
協
会
事
務

局 （
観
光
交
流
課
内
）

　
内
線
２
５
０

モザンビーク共和国
出身のエルサさん

メ
ー
プ
ル
サ
ッ
プ

採
取
体
験
教
室

　
早
春
の
大
台
ス
キ
ー
場
周
辺

で
、自
然
の
恵
み「
メ
ー
プ
ル
サ

ッ
プ
」
の
採
取
を
体
験
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

　
太
田
地
域
産
「
メ
ー
プ
ル
シ

ロ
ッ
プ
」
を
た
っ
ぷ
り
か
け
た

ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
の
試
食
も
行
い

ま
す
。

◆
対
象
／
小
学
生
以
上

◆
日
時
／
３
月
４
日（
日
）

　
午
前
９
時
30
分
〜
正
午

※
小
雨
決
行

◆
集
合
場
所
／

　
大
台
ス
キ
ー
場
ロ
ッ
ジ
下

◆
定
員
／
20
人

◆
参
加
費
／
５
０
０
円

◆
申
込
期
限
／
３
月
２
日（
金
）

◆
持
参
す
る
も
の
／

　

 

山
歩
き
に
適
し
た
寒
く
な
い

服
装

【
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
】

　

 

太
田
の
自
然
・
農
村
資
源
の

利
用
を
考
え
る
会
事
務
局

　
（
太
田
公
民
館
内
）

　
☎
０
１
８
７（
88
）１
１
１
９

平
成
30
年
度
太
田
地
域

ス
ポ
ー
ツ
施
設
利
用

予
約
受
け
付
け
開
始

　
４
月
１
日
か
ら
11
月
30
日
ま

で
の
太
田
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
施

設
の
利
用
予
約
を
受
け
付
け
し

ま
す
。

◆
対
象
施
設
／
太
田
球
場
（
ナ

イ
タ
ー
含
む
）、太
田
球
場
サ
ブ

グ
ラ
ウ
ン
ド
、
交
流
プ
ラ
ザ

（
室
内
練
習
場
）、太
田
体
育
館
、

太
田
体
育
館
ク
ラ
ブ
ハ
ウ

ス
、
太
田
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ

ン
タ
ー

◆
申
し
込
み
方
法
／
太
田
体
育

館
に
あ
る
申
請
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
提
出

◆
申
込
期
限
／
２
月
16
日（
金
）

【
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
】

　

 
太
田
体
育
館（
月
曜
休
館
）

　
☎
０
１
８
７（
88
）１
３
５
０

ナイター設備を完備
している太田球場

参加者募集

参加者募集

　
市
で
は
、保
育
士
の
資
格
が
あ

り
な
が
ら
実
務
経
験
が
な
い
方

や
、長
い
間
保
育
の
現
場
を
離
れ

て
い
る
な
ど
の
理
由
で
保
育
施

設
へ
の
就
職
に
不
安
を
抱
え
て

い
る
方
を
対
象
に
、保
育
所
な
ど

で
の
補
助
業
務
を
体
験
で
き
る

実
務
研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

◆ 受
講 

対
象
／
次
の
条
件
を
全

て
満
た
す
方

○
保
育
士
資
格
の
あ
る
方

○
保
育
士
と
し
て
勤
務
経
験
の

な
い
方
、ま
た
は
出
産
、子
育
て

な
ど
を
理
由
に
保
育
士
と
し

て
長
期
間
働
い
て
い
な
い
方

○
大
仙
市
内
の
保
育
所
な
ど
へ

の
就
職
を
希
望
し
て
い
る
方

○
40
時
間
以
上
の
実
務
研
修
を

受
講
で
き
る
方

◆
研
修
受
け
入
れ
先
／

　

 

大
仙
市
が
指
定
す
る
市
内
の

保
育
所
な
ど

◆
募
集
人
数
／
10
人
程
度

◆ 申
し
込
み
方
法
／

　
所
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
保
育
士
証
の
写
し

を
添
付
し
て
窓
口
に
提
出
く
だ

さ
い
。

※ 

申
込
書
は
子
ど
も
支
援
課
の
窓
口

に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。（
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

◆ 申
込
期
限
／
研
修
希
望
開
始

日
の
お
お
む
ね
２
カ
月
前
ま

で（
随
時
受
け
付
け
）

◆ 研
修
内
容
／
保
育
所
な
ど
で

保
育
補
助
業
務
を
体
験
し
な

が
ら
、
個
人
の
不
安
解
消
に

つ
な
が
る
研
修
と
し
ま
す
。

◆ 就
業
支
援
金
／
研
修
を
修
了

し
た
方
に
３
万
５
千
円
を
助

成
し
ま
す
。

◆ 就
労
奨
励
金
／
市
内
の
保
育

施
設
に
新
し
く
臨
時
保
育
士

（
１
日
６
時
間
以
上
か
つ
月
20
日

以
上
の
勤
務
が
条
件
）と
し
て
勤

務
す
る
方
に
は
、10
万
円
の
就

労
奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
。

※
詳
細
は
、問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
】

  

子
ど
も
支
援
課 

内
線
１
２
８

保
育
園
で
の
就
業
支
援
研
修
の
受
講
者
募
集

受講者募集

２月は国民健康保険
税８期、後期高齢者
医療保険料８期の納
付月です。
忘れずに納期内の完
納をお願いします。
納付期限／

２月28日（水）

!"#$%&'()

大曲庁舎（本庁）
 ☎ 0187-63-1111
大曲南庁舎
 ☎ 0187-66-4905
神岡庁舎
 ☎ 0187-72-2111
西仙北庁舎
 ☎ 0187-75-1111
中仙庁舎
 ☎ 0187-56-2111 
協和庁舎
 ☎ 018-892-2111 
南外庁舎
 ☎ 0187-74-2111 
仙北庁舎
 ☎ 0187-63-3003 
太田庁舎
 ☎ 0187-88-1111 

大仙市ホームページ
***)+,-.)/",01&)"2,-")34
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選
考
は
面
接
で
行
い
ま
す
。

日
時
な
ど
の
詳
細
は
、
個
別
に

連
絡
し
ま
す
。

◆
応
募
資
格
／

○ 放
課
後
児
童
支
援
員
／
教
育

職
員
免
許
状
、保
育
士
資
格
、

児
童
厚
生
指
導
員
資
格
の

い
ず
れ
か
を
取
得
し
て
い
る

方
、
ま
た
は
採
用
後
に
指
定

の
研
修
を
受
講
で
き
る
方

○ 運
転
手
／
普
通
自
動
車
を
運

転
で
き
る
免
許
の
あ
る
方

◆
雇
用
条
件
／

○
放
課
後
児
童
支
援
員

　

 勤
務
日
時
／
月
曜
か
ら
金
曜

の
午
後
１
時
〜
７
時
、土
曜・

学
校
休
業
日
の
午
前
７
時
30

分
〜
午
後
７
時

※
勤
務
は
シ
フ
ト
制
で
す
。

　

 賃
金
／
時
給
７
９
０
円
か
ら

８
４
０
円

○
運
転
手

　

 勤
務
日
時
／
月
曜
か
ら
金
曜

の
午
後
１
時
〜
４
時
の
間

　
賃
金
／
時
給
９
４
０
円

◆  申
し
込
み
方
法
／
写
真
を
貼

っ
た
履
歴
書
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
の
紹
介
状
、資
格
証
の
写
し

を
提
出（
郵
送
可
）

◆
申
込
期
限
／
２
月
15
日（
木
）

◆
採
用
予
定
日
／
４
月
１
日

【
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
】

　
〒
０
１
４
―
８
６
０
１

　
大
仙
市
役
所
子
ど
も
支
援
課 

　
内
線
１
２
９

　
各
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

放
課
後
児
童
支
援
員
、児
童
ク
ラ
ブ
運
転
手
を
募
集

児童クラブ名
（勤務場所）

募集
人員

問い合わせ・
申し込み

大曲地域児童クラ
ブ（小学校内など） 32 人 子ども支援課

神岡児童クラブ
（神岡小に隣接） ４人 神岡支所

市民サービス課
西仙北地域

児童クラブ
（西仙北小に隣接ほか）

17 人 西仙北支所
市民サービス課

八乙女児童クラブ
（旧中仙幼稚園） ３人 中仙支所

市民サービス課
協和児童クラブ
（協和小学校内） ７人 協和支所

市民サービス課
おおた児童クラブ
（旧太田ひがし幼稚園） ３人 太田支所

市民サービス課

放課後児童支援員

児童クラブ名 募集
人員

問い合わせ・
申し込み

八乙女児童クラブ １人 中仙支所
市民サービス課

おおた児童クラブ ３人 太田支所
市民サービス課

運転手

子
育
て
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

募
集

　
西
仙
北
地
域
の
子
育
て
支
援

拠
点
施
設「
つ
な
っ
こ
ひ
ろ
ば
」

に
勤
務
す
る
臨
時
職
員
を
募
集

し
ま
す
。

※ 

選
考
方
法
は
面
接
で
、
日
時
な
ど

の
詳
細
は
、個
別
に
連
絡
し
ま
す
。

◆
応
募
資
格
／
子
育
て
支
援
に

関
し
て
意
欲
が
あ
り
、
子
育

て
に
関
す
る
知
識
・
経
験
を

有
す
る
方

◆
勤
務
日
時
／
水
曜
か
ら
土
曜

ま
で
の
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

※ 

勤
務
シ
フ
ト
に
よ
り
週
２
日
の
勤

務
で
す
。

※ 

休
日
は
月・火・日
曜
、８
月
13
日・

14
日
、12
月
29
日
〜
１
月
３
日

◆
賃
金
／
時
給
７
９
０
円

◆
申
し
込
み
方
法
／
写
真
を
貼

っ
た
履
歴
書
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

の
紹
介
状
を
提
出（
郵
送
可
）

※
教
育
職
員
免
許
や
保
育
士
資
格
を

取
得
し
て
い
る
方
は
、証
明
す
る
書

類
の
写
し
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
期
限
／
２
月
15
日（
木
）

◆
採
用
予
定
日
／
４
月
１
日

【
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
】

　

 

〒
０
１
９
―
２
１
９
２

　
刈
和
野
字
本
町
５

　
西
仙
北
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

　
☎
０
１
８
７（
75
）２
９
７
３

大
仙
市
立
中
学
校
生
徒

海
外
派
遣
事
業
報
告
会

　
市
で
は
、
毎
年
市
内
の
中
学

生
を
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
派
遣

し
、さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
通
し
て

国
際
感
覚
を
養
っ
て
も
ら
う
海

外
派
遣
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
報
告
会
で
は
、
生
徒
た
ち
が

現
地
で
学
ん
だ
こ
と
を
各
自
の

研
究
テ
ー
マ
に
基
づ
い
て
発
表

し
、「
大
仙
市
の
未
来
の
た
め

に
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
」
と

い
う
視
点
で
今
後
の
自
分
た
ち

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
話
し
合

い
ま
す
。ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す
の
で
、
生
徒
た
ち
の
活

動
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
／
２
月
15
日（
木
）

　
午
後
３
時
〜
４
時
45
分

◆ 会
場
／
仙
北
ふ
れ
あ
い
文
化

セ
ン
タ
ー

【
問
い
合
わ
せ
】

　

 

教
育
指
導
課 

内
線
３
２
１

オーストラリアの先住民族アボリ
ジニの方と触れ合う生徒たち

新
酒
と
地
域
の
食
を
楽
し
む

き
ょ
う
わ
日
本
酒
女
子
会

　
「
２
０
１
３
ミ
ス
・
ユ
ニ
バ
ー

ス
ジ
ャ
パ
ン
」
秋
田
大
会
代
表

で
、
現
在
Ｃ
Ｍ
な
ど
で
人
気
の

久
杉
香
菜
さ
ん
と
ラ
ジ
オ
や
各

種
イ
ベ
ン
ト
で
大
活
躍
の
桜
庭

み
さ
お
さ
ん
、
田
村
陽
子
さ
ん

を
お
招
き
し
て
、
協
和
温
泉
四

季
の
湯
で
、
女
性
限
定
の
ト
ー

ク
イ
ベ
ン
ト
＆
食
事
会
を
開
催

し
ま
す
。

　
奥
田
酒
造
店
の
酒
蔵
見
学
や

新
酒
の
試
飲
、
雰
囲
気
の
あ
る

春
の
唐
松
神
社
拝
観
な
ど
盛
り

だ
く
さ
ん
の
一
日
と
な
り
ま

す
。ぜ
ひ
、お
早
め
に
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

◆
日
時
／

　
３
月
３
日（
土
）

　
午
後
１
時
〜
６
時
30
分

　
（
午
後
０
時
45
分
協
和
支
所
前
集
合
）

◆
定
員
／
50
人

◆
参
加
費
／
４
千
円

◆
申
込
期
間
／

　
２
月
５
日（
月
）か
ら

19
日（
月
）ま
で

【
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
】

　

 

協
和
支
所

　
地
域
活
性
化
推
進
室

　
☎
０
１
８（
８
９
２
）２
１
１
１

参加者募集

　生涯学習情報誌「こすもす」12号を発行しました。生涯学習分野において、市内各地で生き生
きと活躍する人を「行動人」として紹介したり、地域の伝統行事や郷土芸能も特集したりしてい
ます。市役所各庁舎や公民館で無料配布しているほか、市のホームページでも公開しています。
【問い合わせ】生涯学習課 内線339

大仙市生涯学習情報誌「こすもす」12号発行

臨時職員募集

臨時職員募集
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花火を背に力強いパフォーマンスを披露したラッパーの羅漢さん

　「カウントダウン花火2018」が12月31日から１月１
日未明にかけて、大曲ヒカリオ広場で行われました。
　今回はコミュニティＦＭ「ＦＭはなび」や市内のイ
ベントに出演するなど、大仙市で活躍中の４組のアー
ティストが紅白に分かれて競演する「だいせん紅白
歌合戦」を開催。また、メーンのカウントダウン花火で
は、花火の打ち上げに合わせて、今年サッカーＪ３で
優勝を果たしたブラウブリッツ秋田の公式応援ソン
グ「We Are Akita」を歌う五城目町出身ラッパー、羅漢さ
んがスペシャルライブを披露。花火と音楽を融合させ
る圧巻のパフォーマンスで来場者を楽しませました。

カウントダウン花火2018
光と音楽で年越しの夜を楽しむ

18

　大曲南部地区イルミネーション花火が12月23日、大
曲地域角間川地区の川港親水公園「浜倉」周辺で行わ
れました。
　地域を明るくし、地域活性化につなげようと大曲商
工会議所南部地区協議会（佐々木繁治会長）が毎年行っ
ているもので今回で７回目。花火を前に浜倉で行われ
た「クリスマス音楽祭」では、角間川小学校器楽部や大

曲南中学校吹奏楽部の
演奏などが行われ、会
場がにぎわいました。
　夕方には浜倉の前に
設置されたイルミネー
ションが点灯。イルミ
ネーションの華やかな
光と約800発の花火が
共演し、冬の夜空を色
鮮やかに彩りました。

大曲南部地区イルミネーション花火
冬の夜をイルミネーションで彩る

彩り豊かな共演をみせたイ
ルミネーションと花火

　「大仙ふるさと博士育成」事業・企業見学DAYが１月
９日から12日までの４日間、市内の４企業で行われ、
小・中学生と保護者など合わせて延べ158人が参加し
ました。
　同事業は、地域行事への参加や企業・施設での見学を
通して、ふるさと大仙への愛着を深めてもらおうと市教
育委員会が行っているもので、企業見学は今回が３回
目。参加した小・中学生は、担当者の説明を聞きながら
工場内を見学したほか、各企業の製品の説明を受けた
り体験したりして、ものづくりへの理解を深めました。
　なお、今回の見学にご協力いただいた企業は次のと
おりです。＜訪問順＞▼合名会社鈴木酒造店（中仙）▼ア
ネスト岩田株式会社（大曲）▼株式会社タニタ秋田（仙
北）▼小松ばね工業株式会社（太田）

1 酒蔵で説明を受ける参加者たち（１月９日・鈴木酒造店）
2スプレーガンで文字などを描く参加者（１月10日・アネスト
岩田）

3体組計で体重や筋肉量などを測定する参加者（１月11日・タ
ニタ秋田）

4稼働している機器の説明を受ける参加者たち（１月12日・小
松ばね工業）

5見学を終えたことを証明するスタンプを、企業の担当者か
ら押してもらう参加者（１月９日・鈴木酒造店）

「大仙ふるさと博士育成」事業・企業見学DAY
ものづくりの現場を見学

2

1 

3

5

4

【だいせんニューストピックス】



　雪下ろし技能講習会が12月20日に行われ、市民や雪
下ろし登録事業者など約120人が参加しました。
　講習会は、雪下ろし作業中の事故を防ぐため、市民に
正しい知識と技術を身に付けてもらおうと市が毎年実
施。初めに大曲地域職業訓練センターで雪下ろしに必
要な技術や注意点に関する座学が行われ、続いて仙北
地域振興局で、大曲消防署員を講師に、ロープを使っ
た命綱の結び方指導や同署員による雪下ろしの実技
が行われました。雪下ろしの際は、大切な命を守るため、
雪下ろし用ヘルメットと命綱を必ず使用しましょう。

大曲消防署員の雪下ろし実技を見守る参加者

雪下ろし技能講習会
安全な雪下ろし作業のために

イチゴジャムを瓶詰
めする韓国LABOの
青少年たち

韓国LABO青少年交流事業
隣国の文化を相互体験

　韓国の青少年団体「韓国L
ラ ボ
ABO」の児童・生徒たち６

人が１月５日から11日までの日程で大仙市を訪れ、市
の児童生徒たちと交流しました。
　この交流事業は、海外の文化を理解し交流すること
は、青少年の貴重な経験になると考え、大仙市国際交流
協会（今野庄蔵会長）が平成16年（当時は協和国際交流協会）
から毎年実施。夏は韓国へ子どもたちを派遣、冬は韓国
の子どもたちを受け入れして、相互に交流を図ってい
ます。１月10日に大
曲農業高校で行われ
たイチゴジャム作り
では、同校食品加工
部の２年生からジャ
ム作りを教わり、出
来たジャムを試食し
ながら楽しい交流会
を行いました。

　大仙市交通指導隊（小松晃隊長・隊員91人）と大仙市防
犯指導隊（髙橋俊治隊長・隊員45人）の合同観閲式が１月
11日、神岡農村環境改善センターで行われました。
　式典では、老松市長と大仙警察署の佐藤和人署長が
整列した両隊の隊員を観閲。出席した関係者約100人
が交通事故の防止と防犯への決意を新たにしました。
　交通指導隊は交差点での指導や交通指導車での広
報活動、行事開催時の交通誘導など、防犯指導隊は鍵
かけなどの防犯の呼び掛けや、青少年の非行防止・啓
発など、それぞれ交通安全・防犯の両分野で安全・安心
な市民生活を守るための活動を行っています。

式典で隊員を激励する老松市長

交通指導隊・防犯指導隊合同観閲式
交通事故防止・防犯への決意を胸に
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　第58回やまびこ元旦登山が１月１日に行われ、約70
人が参加しました。
　新年最初の御来光を拝もうと、大曲の登山愛好会
「大曲山彦会（加藤春男会長）」が毎年開催しているもの。
　早朝に大曲西根地区の薬師神社から大平山（標高
387.6㍍）の山頂を目指して出発。今年は小雨が降り続
けるあいにくの天気となりましたが、山頂に到着した
参加者たちは御来光の方角に手を合わせて新年への
思いを巡らせました。下山後、薬師神社では会員が作
った雑煮の振る舞いや餅まき、ミカンまきが行われ、
参加者は新年を祝いました。

御来光の方角に向かってに手を合わせる参加者

やまびこ元旦登山
新年を登山で祝う

広報見聞録



　国の文化財防火デーに合わせ、１月21日に大曲地域
の古四王神社で防火訓練が行われ、東大曲小学校児童
や高畑保育園の園児たち約130人が参加しました。
　同訓練は、国指定重要文化財の古四王神社を地域住
民たちの手で守り、次世代を担う子どもたちに受け継い
でもらうことを願い、市が毎年実施。大曲消防署・消防団
立ち会いのもと、同小児童たちによる放水訓練が行わ
れ、防災意識の向上に努めました。このほか、古四王堂
火消しもちまつり実行委員会（冨樫武彦実行委員長）によ
る雪中田植えや天筆焼き、もちつきなども行われました。

東大曲小児童たちによる放水訓練

古四王神社文化財防火デー
地域で守る地域の宝
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1HMB花館小学校マーチングバンド
　マーチングバンド部門・小学生の部／銀賞
2大曲中学校吹奏楽部
　マーチングバンド部門・中学生の部／金賞
3太田中学校吹奏楽部
　マーチングバンド部門・中学生の部／銀賞

The Track of Glory

日ごろの練習と努力の成果を発揮し、さまざま
な分野で優れた成績を収めた「だいせん」の

子どもたち。その活躍の記録を紹介します。

第45回マーチングバンド全国大会

※12月18日～1月22日受け付け分

1 2 3

　第12回大仙市民書き初め大会が１月５日、大曲体育
館で行われ、墨の香り漂う中、97人が白い半紙と向き
合いました。
　会場では、大曲高校書道部による書道パフォーマン
スや初心者対象の書道体験も合わせて行われ、多くの
方が書道に親しみました。
　大会の各部門で特選を受賞した方々は次のとおり
です。〈敬称略〉【小学
生の部】▼田澤翔成
（花館小１年）▼湯澤心
羽（花館小２年）▼竹村
心那（大曲小３年）▼松
橋葵（大曲小４年）▼藤
嶋あおい（東大曲小５
年）▼茂木柑菜（高梨小
６年）【中学生の部】板
垣朱音（平和中１年）【高
校・一般の部】小松悠
愛（大曲高２年）

大仙市民書き初め大会
新年への思い込め筆走らせる

呼吸を整え、筆の運びに
集中する参加者

　秋田県農業近代化ゼミナール県南ブロック合同研
修会が１月19日、秋田県立農業科学館で開催されまし
た。同研修会は、農業に関する知識の共有と農業者同
士の交流を目的に、県南地域の若手農業者で構成され
る各農業近代化ゼミナールが持ち回りで毎年開催し
ているもの。今回は、味

み
噌
そ
を通じて食の大切さなどを

伝える活動をしている田口名緒さん（太田一杯の味噌汁
プロジェクト・代表）を講師に迎え、食育に関する映画の
観賞や味噌仕込み体験などを行いました。

小型の手動ミキサーで茹でた大豆をつぶす参加者たち

県南ブロック合同研修会
秋田県農業近代化ゼミナール

広報見聞録



DAISEN City Public Relations 2018.221

Donations and Commendation introductory article

たくさんの善意
ありがとうございます

寄付・寄贈

 - 手づくりカレンダー -
大曲庁舎で
活用しています

大曲支援学校
- 防犯灯15基 -

大曲、中仙、仙北地域の
防犯・事故防止に活用しています

東北電力（株）・ユアテック（株）

功績をたたえて ̶ おめでとうございます表彰・認定証

-秋田県総合型
地域スポーツクラブ認定-

せんぼくスポーツクラブ
（佐藤龍康会長）

地域学校協働活動
-文部科学大臣表彰-

中仙小学校
（髙橋宗生校長）

監査事務功労
-総務大臣表彰-

伊藤慶藏さん
（南外）

戦没者遺族援護功労
-厚生労働大臣表彰-

樫尾克巳さん
（仙北）

共同募金運動奉仕功労
-中央共同募金会会長表彰-

大城サツさん
（大曲）

共同募金運動奉仕功労
-厚生労働大臣表彰-

小松順一郎さん
（大曲）



お手紙お待ちしています！
「皆さんからのお手紙」は皆さんのコーナー。
市政への質問や意見など、遠慮のない声を聞
かせてください。
宛先はこちら
〒014-8601 だいせん日和「お便り広場」係
住所、氏名、年齢を明記し、手紙・はがき、FAX
（0187-63-1119）またはメール（).,!.,3-&"4*
0(&12'*()&"(*5#）で送ってください。メールの場
合は件名を「お便り広場」にしてください。
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皆さんからのお手紙
お便り広場

こんにちは だいせんさん
教えてください、あなたが想

おも
う「大仙市」̶

髙
た か 　 は し

橋 沙
さ

織
お り

 さん （太田）
　
大
曲
地
域
の
病
院
内
に
あ
る
シ

ョ
ー
ト
ス
テ
イ
で
介
護
福
祉
士
と

し
て
働
い
て
い
ま
す
。現
在
の
職
場

で
働
き
始
め
て
か
ら
10
年
が
経
ち

ま
し
た
。介
護
の
仕
事
に
興
味
を

も
っ
た
の
は
、小
・
中
学
生
の
こ
ろ

に
高
齢
者
福
祉
施
設
で
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
し
た
こ
と
が
き
っ
か

け
。看
護
師
を
し
て
い
る
母
の
影
響

も
あ
り
、誰
か
の
役
に
立
つ
仕
事
が

し
た
い
と
介
護
職
の
道
に
進
み
ま

し
た
。利
用
者
の
皆
さ
ん
か
ら
「
あ

り
が
と
う
」と
声
を
掛
け
て
い
た
だ

く
た
び
に
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。

　
地
元
で
働
く
前
に
一
年
ほ
ど
都

会
で
暮
ら
し
ま
し
た
が
、
比
較
し

て
み
る
と
大
仙
市
は
子
育
て
に
良

い
環
境
。就
職
や
お
金
の
不
安

が
な
く
な
れ
ば
、
若
い
方
た

ち
が
こ
の
ま
ち
に
も
っ
と
残

っ
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。

8
83,005人

No.

※「83,005人」は平成29年12月末現在の住民基本台帳人口です。

１
月
号
の
表
紙
は
、
漆
紙
出
土

の
文
面
と
払
田
柵
跡
の
外
柵

南
門
、
雪
化
粧
の
写
真
を
組
み
合
わ

せ
た
レ
イ
ア
ウ
ト
で
、
平
安
時
代
の

悠
久
の
歴
史
を
伝
え
る
本
文
の
記
事

と
併
せ
て
感
動
し
ま
し
た
。こ
れ
を

契
機
に
払
田
柵
の
歴
史
上
の
名
称
と

役
割
が
さ
ら
に
明
ら
か
に
な
る
よ
う

願
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
西
仙
北　
80
代
男
性

健
康
の
達
人
の
コ
ー
ナ
ー
を
必

ず
見
ま
す
。今
月
の
誤
嚥
性

肺
炎
、
自
分
も
と
き
ど
き
む
せ
る
こ

と
が
あ
る
の
で
…
ま
ず
口
の
中
を
き

れ
い
に
し
て
、
の
ど
の
周
り
の
筋
肉

を
鍛
え
る
。こ
れ
に
気
を
つ
け
て
先

に
進
む
ぞ
。　
　
仙
北　
60
代
女
性

申
告
の
時
期
が
来
ま
し
た
。毎

年
、
分
か
っ
て
い
る
よ
う
で

分
か
ら
な
い
も
の
で
す
。だ
い
せ
ん

日
和
１
月
号
に
分
か
り
や
す
く
書
い

て
あ
り
ま
し
た
。日
程
も
カ
ラ
ー
で

分
け
て
あ
り
助
か
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
西
仙
北　
60
代
女
性

だ
い
せ
ん
の
輝
く
女
性
た
ち
に

負
け
ぬ
よ
う
、
私
も
市
の
講

習
で
学
ん
だ
パ
ソ
コ
ン
を
こ
れ
か
ら

も
続
け
て
、
よ
り
得
意
に
な
れ
る
よ

う
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
仙
北　
30
代
女
性

「
大
仙
の
逸
品
」
で
紹
介
さ
れ

る
美
味
し
い
も
の
を
毎
回

注
目
し
て
い
ま
す
。今
月
の
焼
き
岩

魚
寿
し
は
、
地
元
な
の
で
知
っ
て
い

ま
し
た
が
食
べ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、ぜ
ひ
食
べ
て
み
た
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
協
和　
60
代
女
性

広
報
を
見
な
が
ら
、
防
災
ネ
ッ

ト
だ
い
せ
ん
に
登
録
し
ま
し

た
。地
域
の
防
災
情
報
を
す
ぐ
に
知

る
こ
と
が
で
き
る
の
は
安
心
で
き
ま

す
。今
年
は
、昨
年
の
よ
う
な
自
然
災

害
が
な
い
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
仙
北　
70
代
女
性

青
年
海
外
協
力
隊
員
で
助
産
師

の
草
彅
沙
也
花
さ
ん
で
す

が
、
２
年
間
の
ボ
リ
ビ
ア
で
の
活
動

の
集
大
成
は
感
動
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
大
曲　
50
代
女
性

１月号と１月号お知らせ版に
18 通いただきました !

ありがとうございます！！



食生活改善推進協議会 ヘルスメイトさんの健康レシピ resipi.84
～季節を問わず、好評の一品です～

ショウガごはん・白菜のベーコン巻き

① 米ともち米を合わせてとぐ。
②炊飯器に①とサラダ油と水
を４合の目盛りまで入れて
昆布を上にのせて炊く。
③ショウガ、ニンジン、油揚げ
はせん切りにして、Ａを入れ
て汁気がなくなるまで煮詰
める。
④炊きあがったごはんに③を
よく混ぜる。

今月のレシピ当番は仙北支部です

今年度のテーマ
「ごちそう野菜」

ショウガごはん
333キロカロリー　食塩1.2g
白菜のベーコン巻き
180キロカロリー　食塩1.2g

栄
養
価（
１
人
あ
た
り
）

米 ………………………… ３合
もち米 …………………… １合
だし昆布 ………………… 10㎝
ショウガ ………………… 100g
ニンジン ………………… 100g
油揚げ …………………… ５枚
サラダ油 ………………… 大さじ１

白だし醤油・100cc▼砂
糖・大さじ５▼みりん・
50cc▼酒・50cc▼水・100cc

A

ショウガごはんの材料（８人分）
白菜の葉 ………………… ８枚
ベーコン薄切り ………… ８枚
ミックスベジタブル …… 100g
パセリみじん切り ……… 少々
固形コンソメ …………… １個
水 ………………………… 800cc

白菜のベーコン巻きの材料（４人分）

ショウガごはんの作り方
① 白菜の葉をざっとゆで、ザルにあ
げる。
②内側が白菜、外側がベーコンになる
ように巻き、つまようじでとめる。
③鍋に水と固形コンソメと②を入れ
てコトコトと煮る。
④味がしみたころにミックスベジタ
ブルを入れる。
⑤器に盛り、パセリみじん切りをの
せる。

白菜のベーコン巻きの作り方

no.42だいせんものづくり図鑑
　
仙
北
地
域
の
戸
地
谷
地
区
で
防
護

服
の
デ
ザ
イ
ン
・
製
造
を
行
っ
て
い

る
の
が
、
ア
ゼ
ア
ス
デ
ザ
イ
ン
セ
ン

タ
ー
秋
田
で
す
。

　
同
セ
ン
タ
ー
は
、
ア
ゼ
ア
ス
（
株
）

（
本
社
・
東
京
都
）
の
防
護
服
製
造
の
拠

点
で
あ
り
、
東
ア
ジ
ア
地
域
の
中
核

を
担
う
事
業
所
で
、
２
０
１
６
（
平
成

28
）年
、
県
と
市
の
誘
致
企
業
と
し
て

進
出
し
、
市
内
の
協
力
工
場
と
連
携

し
て
防
護
服
製
造
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
同
社
で
は
、原
子
力
関
係
や
ア
ス
ベ

ス
ト
、ダ
イ
オ
キ
シ
ン
、ウ
イ
ル
ス
感

染
予
防
な
ど
、
多
様
な
リ
ス
ク
か
ら

作
業
者
を
守
る
、そ
れ
ぞ
れ
の
用
途
に

応
じ
た
防
護
服
を
取
り
扱
っ
て
い
ま

す
。定
番
製
品
を
は
じ
め
、
顧
客
の
要

望
に
対
応
し
た
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
型

の
防
護
服
も
開
発
・
製
造
し
、国
内
の

防
護
服
製
造
メ
ー
カ
ー
と
し
て
過
半

数
を
超
え
る
国
内
シ
ェ
ア
を
誇
っ
て

い
ま
す
。最
近
で
は
、
難
燃
素
材
や
高

視
認
素
材
な
ど
で
の
製
造
に
取
り
組

み
、新
規
の
受
注
も
増
え
て
い
ま
す
。

　
映
画
や
テ
レ
ビ
番
組
撮
影
用
に
も

防
護
服
を
提
供
し
て
お
り
、映
画「
シ

ン
・
ゴ
ジ
ラ
」で
は
、同
社
の
製
品
が

使
わ
れ
ま
し
た
。

　
将
来
的
に
は
、
同
セ
ン
タ
ー
を
さ

ら
に
発
展
さ
せ
、
企
画
↓
デ
ザ
イ
ン

↓
製
造
↓
出
荷
の
全
工
程
を
こ
こ
で

完
結
し
た
い
と
語
る
セ
ン
タ
ー
長
の

重
政
さ
ん
。危
険
な
現
場
で
の
作
業

者
が
安
全
に
従
事
で
き
る
よ
う
、
こ

れ
か
ら
も
防
護
服
の
研
究
・
開
発
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

地球の環境と安全に挑戦
アゼアスデザイン

センター秋田[仙北]
　製造品目／防護服
　従業員数／24人
#今回の案内人はセンター長の重政宏佳さん
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目指せ！

医
師
・
歯
科
医
師
・
薬
剤
師
に
き
く
医
療
と
健
康
の「
な
る
ほ
ど
！
」情
報

薬剤師　下山 洋 さん　
日の出調剤薬局

大仙市横堀字杉下120
☎ 0187-69-2300

秋田県薬剤師会大曲仙北支部

no.128a talk about…
  　Antibacterial medeicine
                        is limited resources 

抗菌薬は限られた資源です
適正な使用にご協力を-

近
年
、
抗
菌
薬
の
使
用
に
よ

る
薬
剤
耐
性
（
Ａ
Ｍ
Ｒ
：

Antimicrobial Resistance

）が
大
き
な

社
会
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。抗

菌
薬
は
細
菌
に
対
し
て
作
用
す
る

現
代
の
医
療
に
お
い
て
大
変
重
要

な
薬
で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
感
染

症
の
治
療
や
予
後
の
改
善
に
大
き

く
寄
与
し
て
き
ま
し
た
。一
方
で
、

抗
菌
薬
の
使
用
量
が
増
え
る
に
つ

れ
、
そ
の
薬
が
効
か
な
く
な
る
細

菌
が
発
生
す
る
薬
剤
耐
性
の
問
題

も
増
加
し
て
い
ま
す
。こ
の
問
題

に
対
し
て
有
効
な
対
策
が
講
じ
ら

れ
な
け
れ
ば
、２
０
５
０
年
に
は
、

全
世
界
で
年
間
１
０
０
０
万
人
が

薬
剤
耐
性
菌
に
よ
り
死
亡
す
る
こ

と
が
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。世
界

中
で
新
し
い
研
究
・
開
発
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
細
菌
の
変
化
に

は
、な
か
な
か
追
い
つ
け
ず
、耐
性

菌
が
発
生
し
た
場
合
、
そ
の
薬
は

今
ま
で
の
よ
う
に
効
か
ず
、
以
前

と
同
じ
症
状
に
対
し
て
も
使
用
で

き
な
く
な
り
ま
す
。抗
菌
薬
は
、正

に「
限
ら
れ
た
資
源
」な
の
で
す
。

Ａ
Ｍ
Ｒ
対
策
に
は
、
抗
菌
薬

を
適
切
な
場
面
に
限
定
し

て
、適
切
に
使
用
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。し
か
し
、
不
適
切

な
抗
菌
薬
の
使
用
も
一
定
数
存
在

す
る
と
考
え
ら
れ
、そ
の
背
景
に
は

ウ
イ
ル
ス
が
原
因
の「
か
ぜ
」に
抗

菌
薬
が
効
く
と
誤
解
し
て
い
る
ケ

ー
ス
や
、症
状
が
治
ま
っ
た
と
自
ら

が
判
断
し
、医
師
に
処
方
さ
れ
た
抗

菌
薬
を
最
後
ま
で
飲
み
き
ら
な
い

ケ
ー
ス
な
ど
、薬
に
対
す
る
正
し
い

理
解
が
必
要
と
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が

あ
り
ま
す
。抗
菌
薬
は
、
医
師
が
必

要
と
判
断
し
た
時
に
、
必
要
な
期

間
し
っ
か
り
と
使
用
す
る
薬
で
す
。

風
邪
を
ひ
い
た
時
に
、以
前
に

も
ら
っ
て
よ
く
効
い
た
か

ら
と
抗
生
物
質
の
処
方
を
お
願
い

し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。風
邪

の
原
因
の
多
く
は
ウ
イ
ル
ス
で
あ

り
、
細
菌
を
退
治
す
る
薬
で
あ
る

抗
菌
薬
・
抗
生
物
質
は
効
き
ま
せ

ん
。抗
菌
薬
を
飲
ん
で
体
調
が
よ

く
な
っ
た
ら
、処
方
さ
れ
た
日
数
を

飲
み
き
ら
ず
に
や
め
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。「
良
く
な
っ
た
の
で

も
う
大
丈
夫
」「
も
し
ま
た
具
合
が

悪
く
な
っ
た
時
の
た
め
に
と
っ
て

お
こ
う
」と
い
う
気
持
ち
も
理
解
で

き
ま
す
が
、
抗
菌
薬
の
場
合
は
厳

禁
で
す
。ま
た
、乳
幼
児
は
、集
団
生

活
と
い
う
特
性
上
、
細
菌
に
よ
る

感
染
症
で
抗
菌
薬
を
服
用
す
る
機

会
も
多
く
あ
り
ま
す
が
、
抗
菌
薬

の
粉
薬
は
苦
み
を
感
じ
や
す
く
飲

み
に
く
い
も
の
が
多
い
で
す
。し
っ

か
り
飲
ま
せ
る
の
は
大
変
で
す
が
、

味
の
相
性
な
ど
飲
み
や
す
く
す
る

工
夫
も
あ
り
ま
す
の
で
、お
困
り
の

時
は
薬
剤
師
に
相
談
く
だ
さ
い
。

多
く
の
方
は
、こ
れ
か
ら
も
抗

菌
薬
を
使
用
す
る
機
会
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。新
た
な
耐
性

菌
を
生
み
出
さ
な
い
た
め
に
も
、

指
示
通
り
正
し
く
使
用
し
て
く
だ

さ
い
。私
た
ち
一
人
一
人
が
協
力
し

て
薬
剤
耐
性
菌
の
な
い
街
、国
、世

界
を
目
指
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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健康増進センター

西部（西仙北庁舎内／神岡・西仙北・協和・南外）
東部（中仙庁舎内／中仙・仙北・太田）

☎0187-62-1015
☎ 0187-62-9301

☎ 0187-75-0476
☎ 0187-56-7211

問い合わせは各健康増進センターへ

健康通信
健康は日々のチェックから

中央（健康福祉会館内／大曲） 

種類 対象者（年齢計算は
平成31年４月１日基準）

特定健診 40歳以上75歳未満の大仙市国民
健康保険被保険者

後期高齢者健診
健診受診日に満 75歳以上の方、
満65歳以上で後期高齢者医療被
保険者

肺がん等検診
（結核検診を含む）

40歳以上の方
（65歳以上の方は結核検診を兼ねる）

大腸がん検診 40歳以上の方
30･35歳の血液健診 30歳・35歳の方
肝炎ウイルス検診 40歳の方と41歳以上で未検査の方
前立腺がん検診 50歳以上の男性
胃がん検診 35歳以上の方

子宮頸がん検診
／婦人科超音波検診

20歳から40歳までの女性（検診
車での集団検診または医療機関での個別
検診）、42歳以上で偶数年齢の女
性（検診車での集団検診）

乳がん検診 40歳以上の偶数年齢の女性
骨粗しょう症検診 40・45・50・55・60・65・70歳の女性

歯周疾患検診 40･50･60･70歳の方
※対象者には後日お知らせします

　平成30年度の各種健診（検診）の申し込み調べを行い
ます。健康増進センター各分室（中央・西部・東部）から各
世帯に健診（検診）申し込み調べの用紙が郵送で届きま
す。今回から申し込み方法が変更となるため、必ず家
族でご覧になって記入してください。提出された申し
込み内容は来年度（平成31年度）以降も引き継がれます。
申し込みの有無に関わらず必ず提出してください。
◆提出方法／返信用封筒に入れて投函
◆提出期限／２月16日（金）
※ 健診（検診）申し込み調べの用紙は平成29年12月８日時点の
住民基本情報を基に作成されています。平成29年12月８日
以降に大仙市に転入した方で申し込みを希望される場合
は、お住まいの地域の健康増進センター各分室（中央・西部・
東部）に問い合わせください。

年に１回の大切な健康チェックを忘れずに
各種健診（検診）の申し込み調べ

　９月と10月に行われた、複十字シール募
金・ハンセン病援護募金活動にたくさんの
ご協力をいただきありがとうございまし
た。いただいた募金は、結核撲滅の活動な
どに活用されます。
◆平成29年度募金総額／1,827,636円

たくさんのご協力ありがとうございました
複十字シール募金・ハンセン病援護募金

複十字シール運動
キャラクター
「シールぼうや」

お酒と上手に付き合えていますか
　お酒は適量であれば生活に潤いを与えてくれます
が、飲み過ぎは心身の健康にさまざまな問題を引き起
こします。また、家族などの人間関係に亀裂を生じさ
せることも少なくありません。家族のお酒の飲み方で
気になることがあったら、一人で抱え込まずに相談し
てみませんか。

１． アルコールは身体やこころにさまざまな影響を及
ぼします。

 ○１日あたりの適量：男性20ｇ 、女性・高齢者10ｇ 
※ アルコール約20ｇ  を含む量とは、ビール（アルコール度数５
％）で中瓶（500ml）１本程度
○ 「健康日本21」によると、１日60ｇ を超えるアルコー
ルを摂取する人は、多量飲酒者と
して健康問題などが多くなると
言われています。こうした飲酒習
慣を続けていると、がん・高血圧・
不眠症・うつ病・認知症などに罹

り

患
かん
しやすくなります。

２． 家族のお酒の飲み方に心配になることはありませ
んか。こんな様子が見られたら要注意です。

○ 朝から飲んだり、こっそり隠れて飲んだりするな
ど、身体の中にある程度のアルコールが入った状態
を何日も続けるようになる。
○ 飲酒量をコントロールできなくなり、身体の中に
アルコールが無くなると、手の震えや発汗・イライ
ラ・不安感などが生じるようになる。

３． 家族のお酒の問題で困っていたら、ぜひ相談して
ください。

○ アルコールの問題を抱えた本人
自らが相談窓口に来ることはあ
まり多くありません。また、家族
が無理に専門機関への相談や受
診を勧めると、関係がこじれてし
まいがちです。

「長期間かつ多量に飲酒すれば
アルコール依存症になる恐れがあります」

【健康増進センターの相談窓口】
○保健師によるこころの健康相談（上記問い合わせ参照）
○臨床心理士によるカウンセリング事業
　「ほっとスペース」 ☎0187-62-9304 ※要予約
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２月の市長日程
　※日程は変更になる場合があります。

 ５日・月 定例記者会見
 ９日・金 県南環境保全センター取締役会
  大仙市医療行政懇談会
 10日・土 刈和野の大綱引き
 11日・日 川を渡るぼんでん
 13日・火 市議会議員全員協議会
 15 日・木 大曲の綱引き
 16 日・金 大曲仙北広域市町村圏組合議

会定例会
 20 日・火 大仙市農業再生協議会総会
 23日・金 第１回市議会定例会（第１日）
 26 日・月 大仙美郷介護福祉組合議会定

例会
  大仙美郷環境事業組合議会定

例会
 27日・火 定例記者会見

市長交際費 （12月１日～31日）
摘 要 件 数 金   額
慶 祝 11 76,600 円
協 賛 0 0 円
弔 慰 1 10,000 円
合 計 12 86,600 円

※慶祝＝市長等が出席する行事の会費やお祝いなど
※協賛＝各種事業協賛金や各種大会市長賞および
　　　　副賞など
※弔慰＝行政委員会の委員等、市政に深く関わりの

ある方や旧市町村の功労（績）者に対する
香典など

図書館情報!""#$

　ユダヤ人は、世界の人口の0.2％しかいないのに、
ノーベル賞受賞者の22％を占めています。トイザら
スを作ったのもユダヤ人、googleを作ったのもユダ
ヤ人なら、アインシュタイン、フロイト、マルクスも
ユダヤ人です。そのユダヤ人に、古くから伝わる学習法があります。や
り方はいたって簡単。１日20分、週３回、親子で「あること」をするだけ
です。少しでも気になった方は、ぜひ読んでみてください。

【おはなし会】  
　仙　北　２月10日（土）午前10時30分～11時  
　協　和　２月17日（土）午前10時～11時  
　神　岡　２月17日（土）午前11時～正午  
　西仙北　２月24日（土）午前10時～11時  
【絵本となかよし会（うさちゃんひろば）】  
　中　仙　２月９日（金）午前10時30分～11時30分 
【大曲図書館企画展】みんないっしょにさんかく展  
　期間／２月２日（金）～28日（水）  
　時間／午前９時～午後７時（最終日は午後３時まで） 
　【２月】１日＝大曲、神岡、南外、太田▼１日～３日＝西仙北（資料
整理期間）▼５日＝中仙、仙北▼７日＝西仙北▼７日～９日＝神
岡（資料整理期間）▼20日～22日＝南外（資料整理期間）▼26日＝協
和【３月】１日＝大曲、神岡、南外、太田▼５日＝中仙、仙北▼７
日＝西仙北▼26日＝協和

幼児・児童向け図書

ここで紹介する以外にもたくさんの本が入っています。
希望する本がない場合は、図書館職員に声を掛けてください。
市内の各図書館のほか、県立図書館からも取り寄せます。%月

新着図書

１月５日に行われた大仙市消防出初式で報告を受け
る老松市長

太田図書館のおすすめ
「わが子の学力がグングン伸びる

ユダヤ式学習法」 
坂本七郎／著（大和出版）

各図書館問い合わせ
大曲図書館　  ☎ 0187-62-1012 協和図書館　  ☎ 018-892-3830
神岡図書館　  ☎ 0187-72-2501 南外図書館　  ☎ 0187-74-2130
西仙北図書館  ☎ 0187-75-0099 仙北図書館　  ☎ 0187-69-3334
中仙図書館　  ☎ 0187-56-7200 太田図書館  （太田スポーツクラブ）

　  　　　　　☎0187-86-9460

○
ク
ニ
マ
ス
は
生
き
て
い
た
! 

／
池
田
ま
き
子

○
列
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こ
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て 

／

デ
ィ
ル
ク・ラ
イ
ン
ハ
ル
ト

○
わ
た
し
は
10
歳
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を
知
ら
ず
に
育
っ
た
の
。

○
ま
る
ご
と
ほ
う
れ
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そ
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／
八
田
尚
子

○
す
ご
い
ぞ
!
ニ
ッ
ポ
ン
美
術 

／
結
城
昌
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○
あ
そ
ぼ
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小説・一般向け図書
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／
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○
は
じ
め
て
の
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／
山
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○
遺
訓 
／
佐
藤
賢
一

○
架
空
の
犬
と
噓
を
つ
く
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／
寺
地
は
る
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○
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○
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ケ
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ド
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○
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を
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／
堀
文
子

○
漢
字
で
覚
え
る
韓
国
語 
／
市
吉
則
浩
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♥♥♥♥いきいき広場
♥♥♥♥

中央（大曲庁舎／大曲・四ツ屋・花館地区）
 ☎ 0187-63-1111内線 169
東部（中仙庁舎／中仙・仙北・太田）
 ☎ 0187-56-7125

西部（西仙北庁舎／神岡・西仙北・南外）
 ☎ 0187-87-3970
協和（社会福祉協議会協和支所／協和）
 ☎ 018-892-3838

南部（社会福祉協議会本所／
大曲・内小友・西根・藤木・角間川地区）
 ☎ 0187-88-8030

高齢者の生活支援に関する問い合わせは各高齢者あんしん相談室（地域包括支援センター）へ

住み慣れた地域で、元気に過ごすために

♥♥♥♥いきいき広場
♥♥♥♥

　要介護または要支援認定を受けている方が、介護
保険の支給対象となる住宅改修を行う場合、費用の
９割または８割が介護保険から支給されます。
※申請上限額20万円

介護保険事務所
 からのお知らせ 【問い合わせ】 介護保険事務所 指導監査班 ☎0187-86-3911

介護保険の支給対象となる「住宅の改修」

①手すりの取り付け
②段差の解消
③滑りの防止および移動の円滑化等のための
床または通路面の材料の変更
④引き戸等への扉の取替え
⑤洋式便器等への便器の取替え
⑥その他①～⑤の工事に伴い必要となる工事

支給対象工事

　担当のケアマネジャーに相
談の上、工事を始める前に介護
保険事務所に申請します。

申請方法

支給方法

受領委任払い
　利用者の方は工事費用の１割または２割を改修
工事業者に支払い、介護保険から工事業者に費用
の９割または８割を直接支払います。

※受領委任払いは、介護保険事務所に登録されて
いる事業者が施工する場合に選択できる支払い方
法です。登録事業者は介護保険事務所ホームペー
ジ（!""#$%%666*.1)(&7.'2"*.+*5#）をご覧いただくか、介護
保険事務所・各高齢者あんしん相談室（地域包括支
援センター）・各支所市民サービス課に用意してい
る一覧表で確認ください。

償還払い
　改修工事を行った業者に工事費用を全額支払っ
たのち、介護保険から利用者の方に９割または８
割を支給します。

「
生
活
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援
体
制
整
備
事
業
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。

　
高
齢
に
な
っ
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

へ
の
参
加
を
通
し
て
、
自
分
の
役
割
や

居
場
所
、
生
き
が
い
を
得
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。そ
こ
か
ら
生
ま
れ
る
人
と
人

と
の
つ
な
が
り
に
よ
り
、支
え
あ
い・助

け
あ
い
の
あ
る
暮
ら
し
や
す
い
地
域
づ

く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
支
え
あ
い
を
広
げ
、　　

つ
な
い
で
い
く

　
市
で
は「
協
議
体
」と「
生
活
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ー
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あ
る
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域
の
宝
物
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域
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ん
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い
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か
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握
し
、
必
要
な
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援
に
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ま
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な
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動
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げ
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せ
、
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た
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り
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買
い
物
、外
出
、地
域
の
交
流
の
場
、

助
け
あ
っ
て
い
る
こ
と
、
困
っ
て
い
る

こ
と
な
ど
、
地
域
で
の
暮
ら
し
に
つ
い

て
一
緒
に
考
え
「
支
え
あ
い
の
あ
る
地

域
」を
つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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「
み
ん
な
で
支
え
あ
う
安
心
の
地
域
づ
く
り
」
を
目
指
し
て

３月３日に「支えあう地域づくり」
に関する講演会を行います。ぜひ
ご来場ください。（詳細12ページ）
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初心者歓迎
耕作者を募集します
　市民菜園「花菜園愛好会」では耕
作者を募集しています。４月下旬
の耕起後から植え付けができます。
◆耕作場所／姫神橋上流西岸
※河川敷のため、大雨で冠水する場合が
あります。
◆募集区画数／10区画（１区画30坪）
※先着順
◆使用料／１区画あたり年額2,000
円（別途、入会金1,000円）

【問い合わせ・申し込み】
 花菜園愛好会 太田さん
　☎0187-63-6080

秋田被害者支援センター
ボランティア支援員募集
　公益社団法人秋田被害者支援セ
ンターでは、平成31年４月から活
動を始めるボランティア支援員を
募集しています。
◆応募資格／①25歳以上の心身と
もに健康な方②電話相談および
支援活動に必要な知識、技術を
習得するための研修を受けるこ
とができる方
◆募集人員／約10人
◆申し込み方法／秋田被害者支援
センターホームページ（5--4677***)
"80)(9)34）から「犯罪被害者支援ボ
ランティア養成申込書」をダウン
ロードして必要事項を記入し郵
送で申し込み
◆申込期限／２月28日（水）
※当日消印有効
◆活動内容／電話相談、病院や法
廷への付き添い、広報活動など

【問い合わせ・申し込み】
　公益社団法人秋田被害者支援セ
ンター事務局（秋田市旭北栄町１番
５号 秋田県社会福祉会館本館４階）
　☎018-893-5935 ℻018-893-5938

すくすくセミナーⅢ
乳歯からのケア
◆対象／０～５歳児の保護者
◆日時／２月28日（水）午前10時～
11時
◆会場／サンクエスト大曲
◆定員／20人（託児できます）
◆参加費／無料
◆申込期限／２月21日（水）
◆講師／金子さつきさん（金子歯科
クリニック院長）

【問い合わせ・申し込み】
 大曲保育会子育て支援センター
　☎0187-62-5733

平成29年分の
確定申告と納税はお早めに
　大曲税務署では、次の期間に申
告書作成会場を設置します。会場
は大変混雑し、長時間お待ちいた
だく場合がありますので、ぜひ自
宅での申告書作成に国税庁ホーム
ページ（!""#1$%%666*'"(*7.*5#%）の確定
申告書作成コーナーをご利用くだ
さい。
◆ 期間／２月16日（金）から３月15
日（木）まで（土・日を除く）
◆時間／午前９時～午後５時
※ 時間内に申告書を作成できるよう、午
後４時前までにお越しください。
◆会場／大曲税務署２階会議室
【問い合わせ】
 大曲税務署 
　☎0187-62-2191

健康増進・介護予防
体操教室を開催します
　ひざ・腰・肩痛の予防改善、筋力
増強・健康増進・介護予防を目指し
て、一緒に体操しませんか。
◆期日／毎週火曜日
◆時間／午後１時30分～３時30分
◆会場／大川西根公民館
◆参加費／無料
【問い合わせ・申し込み】
 山崎さん ☎090-1618-6348

スキー競技（回転）を楽しもう
大曲スキーフェスティバル
◆対象／大曲地域に在住・通学・通
勤している方
◆日時／２月11日（日）午前８時30
分～
◆会場／大曲ファミリースキー場
◆参加費／小・中学生500円、高校・
一般1,000円

※参加費は当日受け付けの際にお支払
いください。
◆申し込み方法／大曲スポーツク
ラブ（大曲体育館内）に用意してい
る申込用紙に必要事項を記入し
て申し込み

※当日申し込みもできます。
【問い合わせ・申し込み】
 大曲スポーツクラブ
　☎0187-63-1122

体と心を癒しましょう
ヨガ シャイニングムーン
◆ 日時／２月９日（金）・15日（木）午
前10時30分～、22日（木）午後６時
30分～、24日（土）午後５時30分～
◆会場／はぴねす大仙
◆受講料／１回1,000円（初回体験
500円）
◆ 持参するもの／ヨガマット、ま
たはバスタオル、飲み物

※動きやすい服装でお越しください。
【問い合わせ・申し込み】
 吉岡さん ☎090-5405-7731　

Sensational ZIP演奏会
「The Musication」
◆日時／２月18日（日）午後２時～
※午後１時30分開場
◆会場／中仙市民会館（ドンパル）
◆入場料／当日800円、前売り600
円※３歳児未満のひざ上観覧無料

【問い合わせ】
 Sensational ZIP
　　szip1991.web@gmail.com
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認知症いどばた会議
すまいるカフェ
◆日時／２月24日（土）午後１時30
分～４時
◆会場／中仙市民会館（ドンパル）
◆参加費／無料
◆内容／中仙消防署協力による救
急救命講習、認知症サポーター
養成講座

【問い合わせ・申し込み】
 すまいる中仙 ☎0187-56-4400

老後に備える
国民年金基金
　国民年金基金は、老齢基礎年金
の上積み年金として給付を行う公
的な年金制度です。掛金全額が社
会保険料控除になるほか、税制面
でも優遇されます。加入対象の方
には１月中旬にダイレクトメール
を送付しています。この機会に詳
しい資料をご覧ください。
【問い合わせ・申し込み】
 秋田県国民年金基金
　☎0120-65-4192

神岡「おもしろ講座」
仙北平野の古代開発と地名
◆日時／２月14日（水）午前10時～
11時30分
◆会場／かみおか嶽雄館
◆内容／仙北平野の古代開発と地
名～払田柵跡を支えた村々～
◆講師／木村清幸さん
【問い合わせ・申し込み】
 神岡中央公民館 ☎0187-72-2501

気軽に相談ください
秋田県認知症疾患医療センター
　横手興生病院では、２月１日から
県の指定を受け認知症疾患医療セ
ンター（地域型）を開設しています。
　物忘れや認知症に関する悩みな
どを気軽に相談ください。
【問い合わせ】
 横手興生病院 秋田県認知症疾患
医療センター ☎0182-32-2078（直
通）または☎0182-32-2071（代表）

認知症や介護の相談
あかまつ茶話会
◆期日／２月８日（木）、３月８日（木）
◆時間／午前10時～11時30分
◆会場／おおたコミュニティプラザ
◆参加費／無料
◆内容／認知症や介護の悩み相談
※２月８日は成年後見制度などに関す
る特別コーナーがあります。

【問い合わせ・申し込み】
 水谷さん ☎0187-89-1465

「んだッチ」が目印
秋田県南冬まつりスタンプラリー
　県南地域の小正月行事を巡るス
タンプラリーを開催します。スタ
ンプを集めて応募すると抽選で県
南地域の特産品が当たります。秋
田県マスコットキャラクター「ん
だッチ」ののぼり旗が目印です。ぜ
ひ参加ください。
◆期間／２月10日（土）から16日
（金）まで
◆会場／県南地域の小正月行事の
各会場（７カ所）

【問い合わせ】
 秋田県仙北地域振興局総務企画
部地域企画課 ☎0187-63-5114

がん医療の緩和ケア
市民公開講座
　大曲厚生医療センター緩和ケア
委員会では「がん患者と家族をみ
んなで支える」をテーマに市民公
開講座を開催します。がん医療の
緩和ケアについて一緒に考えてみ
ませんか。
◆日時／３月24日（土）午後１時30
分～３時35分
◆会場／大曲市民会館・小ホール
◆参加費／無料
【問い合わせ】
 大曲厚生医療センター総務管理
課 大川さん ☎0187-63-2111

楽しいこと盛りだくさん
元気してらがフェスティバル
◆日時／２月25日（日）午後１時～
※午前11時から劇場ロビーで地元の美
味しいものを集めた「地産地消の店」
を開店します。
◆会場／あきた芸術村わらび劇場
（仙北市田沢湖卒田字早稲田430）
◆入場料／無料
◆内容／仙北市、大仙市、美郷町の
各種サークル・団体による歌や
踊りのステージ発表など

【問い合わせ】
 NPOアート夢ネットあきた
　☎0187-44-3915 ℻0187-44-3318

平成29年度中にがん治療に伴い
医療用補正具を購入した方へ
　秋田県では、がん治療に伴い医
療用補正具を購入した方に対する
助成を行っています。平成29年４
月以降に購入した方の申請期限は
３月末までですので、お早めに申
請してください。
◆対象者／平成29年４月１日以降
にがん治療に伴い医療用補正具
を購入した方
◆対象経費／ウィッグおよび乳房
補正具の購入費用
◆助成限度額／ウィッグ・１万５千
円、乳房補正具・１万円
◆申請期限／３月末
【問い合わせ・申請】
 秋田県仙北地域振興局福祉環境
部 ☎0187-63-3404

税理士記念日・無料税務相談会
確定申告に関する税の相談
　所得税や消費税について確定申
告の相談に応じます。（株式や不動
産の譲渡所得は相談対象外です。）
◆日時／２月10日（土）午前10時～
午後３時
◆会場／中仙市民会館（ドンパル）
　２階研修室
【問い合わせ】
 東北税理士会大曲支部
　☎0187-62-1850



○休日救急医療（日曜日・祝日・年末年始）
　◆医療機関／大曲厚生医療センター☎ 0187-63-2119
　◆時間／午前９時～午後３時
○小児救急診療（日曜日）
　◆医療機関／大曲厚生医療センター☎ 0187-63-2119
　◆時間／午前９時～午後３時
○休日歯科当番医
　◆医療機関／行事予定表の歯を確認してください
　◆時間／午前９時～正午
※ 休日歯科当番医は変更になる場合があります。受診前に電話で確
認してください。

　未就園の子どもを対象にしたイベントをお知らせします。

ひろば名 日時 事業名

まるこのひろば
※水曜日を除く週６日開設

☎0187-63-2344
（大花都市再生住宅）

１日（木）
9:30～

月例身体測定
（午前中のみ）

２日（金）
10:30～

「豆まきで鬼退治」
※要予約

20日（火）
10:30～ 「一緒に遊ぼう（３B体操）」
23日（金）
10:30～

「お誕生会」
（２月生まれの子）

つなっこひろば
※水・木・金・土曜日開設
☎080-8214-8159

（西仙北中央公民館）

21日（水）
～３月３日
（土）

おひさまを作りましょう

22日（木）・
23日（金）
10:30～

身長・体重計測

24日（土）
10:30～ おしゃべりタイム

随時 お誕生日おめでとう！！
うさちゃんひろば
※水・木・金・土曜日開設
☎080-2845-9267

（中仙市民会館（ドンパル））

９日（金）
10:30～ 「絵本となかよし会」
22日（木）
10:30～ 「おひな様をつくろう」

【問い合わせ】 
 まるこのひろば（大花都市再生住宅１階）☎ 0187-63-2544

日時 事業名
13日（火）
13:30～15：00 健康・介護相談～お気軽にどうぞ

24日（土）
13:30～15：00

「欲張りカフェ」
歌・映像・体操・おしゃべりで脳活性化

月の高齢者生活相談所イベント情報2

! "#$%&!'(((#)*

月の子育てイベント情報2 大仙市の行事予定
2月1日 木 ～15日 木

大仙市子ども・若者総合相談センター
不登校・ひきこもりで悩んでいませんか？

お気軽にご相談ください
大曲丸の内町１番11-2 ☎ 0187-66-1106
開所時間　午前９時～午後５時（土・日、祝日も開所）

開催場所
（問い合わせ・申し込み） 日時 事業名 申込期限
サンクエスト大曲
大曲保育会子育て
支援センターすくすく
☎0187-62-5733

15日（木）
10:00～

すくすく広場
みんなで遊ぼうⅡ

13日
（火）

サンクエスト大曲
大曲保育会子育て
支援センターすくすく
☎0187-62-5733

28日（水）
10:00～

すくすくセミナーⅢ
乳歯からのケア

21日
（水）

すくすくだけっこ園
☎0187-72-2148

14日（水）
9:30～

お友達と
遊びましょう！

13日
（火）

みつば保育園
☎0187-87-7130

21日（水）
10:00～ 体を動かして遊ぼう なし

なかせんワイワイ
らんど

☎0187-56-4139
13日（火）
9:30～

おひなさまを
作りましょう！
・身体測定

なし

協和保育園
☎018-892-3426

２日（金）
10:00～ 鬼は外、福は内 １日

（木）
つきの木こども園
☎0187-73-1088

２日（金）
9:30～

豆まき～鬼は外！
福は内！

１日
（木）

せんぼくちびっこ
らんどわかば園
☎0187-63-1143

２日（金）
9:30～

一緒に豆まきを
しましょう！

１日
（木）

おおたわんぱくランド
すくすく園

☎0187-86-9110
21日（水）
9:30～

楽しかったね！
みんなで遊ぼう
・身体測定

19日
（月）

30

木8

木1

4 日 歯  長尾歯科医院（中仙）☎ 0187-56-4405

月5

2 金

ひだまりコーヒーサロン
■午後１時～３時■大川西根公民館（100 円）6 火

金9

12 月
振替休日

11 日
建国記念の日 歯  富永歯科医院（美郷町）☎ 0187-84-0123

川を渡るぼんでん
■午前９時 30分～ ▶ P.32

15 木
大仙市立中学校生徒海外派遣事業報告会
■午後３時～４時45分■仙北ふれあい文化センター▶P.17

鳥子舞・大曲の綱引き
■【鳥子舞】午後２時～・諏訪神社
■【綱引き】午後９時ごろ引き合い開始

・大曲上大町交差点 ▶ P.32

10 土
結婚支援窓口開設日※申込者のみ 
■午前10時～正午、午後１時～３時 
■市民活動交流拠点センター（Anbee大曲２階）▶ P.15

刈和野の大綱引き
■【花火打ち上げ】午後７時 50分～【綱合わせ】午後８時～【引
き合い】午後９時～■刈和野大町通り ▶ P.32

7 水

土3 太田の火まつり
■午後５時～９時■奥羽山荘西側広場▶P.32

払田柵の冬まつり
■午後１時～■払田柵跡内特設会場 ▶ P.32

平成29年分所得申告開始
※詳しい日程はだいせん日和１月号13ページをご覧ください。

14 水
ひだまり出前コーヒーサロン
■午後１時～３時
■市民活動交流拠点センター（Anbee大曲２階）（100円）
「認知症カフェ実践報告・交流会」申込期限
※詳細は15ページをご覧ください。

火13 認知症の方と家族の集い「たんぽぽの会」
■午前10時～11時30分■西仙北高齢者ふれあいセンター▶P.14
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小
正
月
行
事
・
冬
ま
つ
り

だ
い
せ
ん
の
冬
が
熱
い

刈和野の大綱引き
◆ 日時／２月10日（土）【花火打ち上
げ】午後７時50分～【綱合わせ】
午後８時～【引き合い】午後９時～
◆会場／刈和野大町通り
【問い合わせ】
 西仙北支所市民サービス課 ☎0187-75-1111

払田柵の冬まつり
◆ 日時／２月３日（土）【イベント】午後１時～
【蝦

か
夷
い
ほたる点灯】午後４時ごろ【外柵南門ラ

イトアップ】午後５時ごろ
◆会場／払田柵跡
【問い合わせ】
 史跡の里づくり委員会事務局
 （仙北支所地域活性化推進室） ☎0187-63-3003

太田の火まつり
◆日時／２月３日（土）午後５時～９時
◆会場／奥羽山荘西側広場
【問い合わせ】
 太田の火まつり実行委員会事務局
 （太田支所市民サービス課）
 ☎0187-88-1111

鳥子舞・大曲の綱引き
◆ 日時・会場／２月15日（木）
　【鳥子舞】午後２時～・諏訪神社
　 【綱引き】午後９時ごろ引き合い開始・大曲上
大町交差点

【問い合わせ】
 観光交流課 ☎0187-63-1111 内線273

川を渡るぼんでん
◆日時／２月11日（日）午前９時30分～
 （町内披露は午前７時ごろから）
◆会場／花館地区→雄物川渡船場→伊豆山神社
【問い合わせ】
 川を渡るぼんでん実行委員会事務局
 （花館公民館内）☎0187-62-3012

年
男（
３
回
り
目
）の（
け
）で
す
。
さ
っ
そ
く
風
邪

を
引
き
ま
し
た
。
し
か
も
こ
の
広
報
締
め
切
り

前
に
。
編
集
が
間
に
合
う
か
ど
う
か
気
が
気
で

な
い
中
、
布
団
の
中
で
風
邪
と
格
闘
す
る
こ
と

２
日
間
。
具
合
も
良
く
な
り
、
編
集
も
何
と
か

間
に
合
い
ま
し
た
。
こ
う
し
て
無
事
に
担
当
者

コ
ラ
ム
に
た
ど
り
着
き
、
ホ
ッ
と
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
▼「
た
だ
い
ま
！
」
と
学
校
か
ら
帰
る
な

り
「
お
父
さ
ん
大
丈
夫
？
」
と
声
を
掛
け
に
部

屋
へ
来
て
く
れ
た
子
ど
も
た
ち
。
よ
ほ
ど
弱
っ

て
見
え
て
い
た
の
か
、
子
ど
も
な
り
に
心
配
し

て
く
れ
て
い
た
様
子
。
お
気
に
入
り
の
毛
布
を

貸
し
て
く
れ
た
り
、
グ
ミ
を
く
れ
た
り
。
風
邪

で
寝
込
ん
で
い
る
間
、
子
ど
も
た
ち
の
や
さ
し

い
心
が
一
番
の
薬
で
し
た
▼
や
さ
し
さ
と
健
康

の
あ
り
が
た
み
を
あ
ら
た
め
て
感
じ
な
が
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
２
０
１
６
年
。
残
す
と
こ
ろ
３
３
５

日
と
な
り
ま
し
た
！
一
日
一
日
を
大
切
に
、
そ
し

て
年
男
に
ふ
さ
わ
し
く
サ
ル
の
よ
う
に
機
敏
に

市
内
を
駆
け
回
り
た
い
と
思
い
ま
す
。　
　
（
け
）
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※住民基本台帳登録数

( - 9 4 )83,005人

38,941人 ( - 4 5 )

44,064人 ( - 4 9 )

31,366世帯 ( - 2 5 )

26人
124人
89人
85人

12/31現在※（ ）内前月比
▼
１
月
１
日
、元
旦
登
山
取
材
の
た
め
午
前
４
時
30

分
に
自
宅
を
出
発
。大
曲
地
域
蛭
川
地
区
付
近
で
車

を
降
り
る
と
パ
ラ
パ
ラ
と
小
雨
が
…
。山
頂
に
辿
り

着
く
こ
ろ
に
は
雲
間
か
ら
御
来
光
が
現
れ
て
く
れ
る

こ
と
を
願
い
つ
つ
登
山
を
開
始
▼
昨
年
と
同
じ
く
ら

い
の
ペ
ー
ス
で
登
っ
て
い
る
は
ず
な
の
に
息
が
切

れ
、
汗
で
頭
か
ら
顔
面
ま
で
ビ
シ
ョ
ビ
シ
ョ
に
な
り

な
が
ら
、
昨
年
よ
り
も
体
重
が
増
量
し
て
い
た
こ
と

に
思
い
至
り
、重
力
の
偉
大
さ
と
己
の
未
熟
さ
を
痛

感
し
ま
し
た
▼
夢
中
で
登
り
続
け
る
こ
と
約
１
時

間
。午
前
６
時
過
ぎ
に
山
頂
に
到
着
し
ま
し
た
。天
候

が
好
転
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
御
来

光
の
方
角
に
向
か
っ
て
手
を
合
わ
せ
、
減
量
と
体
力

向
上
を
誓
い
ま
し
た
▼
大
曲
山
彦
会
の
皆
さ
ん
が
用

意
し
て
く
れ
る
お
雑
煮
は
元
旦
登
山
の
楽
し
み
の
一

つ
。下
山
後
、ほ
っ
か
ほ
か
の
お
雑
煮
を
お
い
し
く
い

た
だ
き
な
が
ら
、山
頂
で
の
誓
い
を
少
し
だ
け
下
方

修
正
し
つ
つ
、今
年
も
頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
だ


